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シンボジウム
変わりゆく日本一ー21世紀への旅
セッション I
情報革命ーその光とかげ
日 時 1986年9月30日（火） 13:00~16: 30 
場所関西大学（千里山学舎）第二学舎A41教室
コーディネーター
中辻卯ー氏（関西大学教授）
パネリスト
村上陽一郎氏（東京大学教授）
唐津 氏（松下電器産業圏技術顧問）
寺本義也氏（明治学院大学教授）
I ォープニング
司会（松尾） 只今から関西大学創立100周年商学部記念シンポジウムを
始めさせていただきます。
私，本日の司会をさせていただきます学部長代理の松尾でございます。よ
ろしくお願いいたします。
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まず，開会にあたりまして学部長の保田教授からご挨拶をお願いいたしま
す。
保田商学部長爽やかな秋晴れの本日ここに関西大学創立100周年商学部
記念事業の第1回目としてシンポジウムを開催するにあたりまして，主催者
側の商学部並びに商学会を代表して一言ご挨拶を申し上げます。
本年はご承知のとおり，本学創立100周年にあたると同時に，商学部の前
身である商業学科が本学に開設されて以来80周年，そして商学会創立30周年
にあたるまさに記念すべき年でございます。
そこで，商学部と商学会は，昨年11月以来関西大学創立100周年商学部記
念実行委員会を設けまして，記念事業について企画，検討を重ねてまいりま
した。その結果，激動する世界の中で21世紀を展望し，かつわが商学部の現
状，さらには将来の発展方向といったものを考慮しまして， 「変りゆく日本
一 21世紀への旅」をメーンテーマとする二つのシンポジウム及ぴ二つの講
演会を開催することにいたしました。
本日は，「情報革命—その光とかげ」をテーマとするこのシン・ボジウム
を開きましたところ，かくも盛会のうちに開催することができますことは，
私どもにとりまして無上の喜びであります。
現代の情報革命の進展は，好むと好まざるとにかかわらず，企業と経済は
いうまでもなく，さらに私たちの日常社会生活にも重大なインパクトを与え
続けていくことは疑いございません。本日，この分野で権威ある第1級の専
門家の先生方，唐津 ー先生，村上陽一郎先生，寺本義也先生をいずれも東
京からお招きいたしました。誠に光栄に存ずる次第であります。大変ご多忙
の中，曲げてパネリ，ストをぉ引き受けいただき遠路お越し下さった三先生に
対し衷心より厚くお礼を申し上げます。
三人の先生方についてのご紹介はコーディネークーの大役を務めていただ
く商学部教授で本学の就職部長をされております中辻卯ー先生にのちほどお
願いすることにしております。
この会場には関西在住の日本経営学会，会計学会及ぴOA学会の先生方に
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もご案内状を差し上げ，ご来場をいただいているかと思いますし，校友，市
民の方々，そして教職員，学生の皆さんが多数参加されております。ここに
ご来場の全ての方々に対しまして心からお礼申し上げます。
レジュメを拝見いたしますと，パネリストの先生方はそれぞれお立場も観
点も異なっておられます。多様な価値観の共存を前提として真理を究明する
ことは大学の使命でございます。したがいまして，フロアーから活発なご発
言がいただけるならば本シンボジウムはさらに実りあるものになると確信し
ておる次第でございます。どうかよろしくご協力のほどお願い申し上げま
す。
なお，学生諸君には，またとない機会でありますから最後まで静かに熱心
に参加され，明日への心の糧とされるよう特にお願いいたします。
以上，簡単ながら，私の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願
いいたします。（拍手）
司会 どうもありがとうございました。それでは，これからシンポジウム
が開催されるわけでございますが，コーディネークーは本学部教授・中辻先
生でございます。中辻先生は早くからコンピュータ利用による情報化をめぐ
る諸問題を研究テーマとしてこられ，現在，学部では経営情報論をご担当な
さっておられます。
中辻先生，よろしくお願いいたします。
中辻 それでは，只今よりシンボジウムを開催いたしたいと思います。
まず最初に私のほうから本日のパネリストの三先生の略歴をご紹介申し上
げます。
村上陽一郎先生は， 1936年，東京にお生まれになり， 1962年，東京大学教
養学部卒業，硯在，東京大学教養学部の教授で，科学史，科学基礎論をご専
攻なさっておられます。主要著書は「西洋近代科学」をはじめ多数の著書を
発刊されております。
唐津 先ー生は， 1919年，兵庫県にお生まれになり，東京大学工学部電気
工学科を卒業後， 1958年，電電公社，さらに1961年，松下通信工業に入社，
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企業部長，常務取締役を経て1984年より松下電器産業の技術顧問で硯在に至
っておられます。 1981年にはデミング賞の本賞を受賞されました。主要著書
は「1990年日本のシナリオ」をはじめ多数ございます。
寺本義也先生は， 1942年，愛知県にお生まれになり，早稲田大学の政治経
済学部を卒業，現在，明治学院大学経済学部教授で，私と同じように事務管
理論，情報管理論，経営学総論等のご専攻でございます。主要著書も「実証
・現代企業の戦略行動」等多数ございます。
以上で簡単ながら，三先生のご紹介を終わりまして，村上先生から順番に
大休35分から40分お話をいただき，その後，若千まとめもさせていただきま
して，後半はフロアーの皆さんからご質問を受けて討論という形でやってい
きたいと思います。
それでは，早速でございますが，村上先生，よろしくお願いいたします。
I レポート 1 村上陽一郎氏
関西大学創立100周年，商学部の80周年おめでとうございます。この栄誉
ある機会にお招きをいただきまして話をさせていただく名誉をいただきまし
たことを大変嬉しく思っております。
「情報革命の光とかげ」というテーマでございますが，後からお話になる
お二方の先生は，まさにそういう問題を専門として，これまでいろいろな形
でご発言になってきているわけですが，私は実はそういう専門では必ずしも
ありませんで科学技術の歴史と現在の構造のようなことを勉強してきた人間
であります。したがって，これからお話することもいわば前座でございます
が，多少歴史的な観点もまじえながら，私の考えていることを述べてみたい
と思います。
自然科学が基礎概念として設定してきたものに三つあるというふうに言わ
れております。最初が物質でありまして，物質というのは，例えば英語でマ
ターでありますが，マクーというのは英語のマザーと同じ語源でございます
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から，全てのものの母になる，基になるという意味ではおそらく物質があら
ゆるものの基盤になるということで，第一の概念として自然科学が探し当て
たものであったというふうに普通言われております。そして，それが大体17
世紀から18世紀にかけてのことであったと考えられておりますけれども，そ
の物質には当然物質を支配する力，物質に作用する，あるいは物質を動かし
ている作用力としての力というのが問題になるわけでありまして，それは当
然のことながら，基本的に重力（万有引力）が17世紀に発見されて以来，そ
の重力を土台にして物質を考えるということが基本的な図柄としてはっきり
したと言われるわけです。そして， 19世紀になりますと，この自然界を物質
と重力だけで語っていく，あるいは記述していくというのはどうしても足り
ないということが分かってきたのではないかと思います。そこで19世紀の半
ば近くになりますと，エネルギーという概念が登場いたします。勿論，ご存
じだと思いますが，熱力学の第一法則という形でエネルギー関係の第一法則
が生まれましたのは1840年ごろでございますけれども，そのときにはまだエ
ネルギーという言葉は使われておりませんでした。大体， ドイツ系の人たち
がこれを見つけたのですが， ドイツ語の Kraft（力）という言葉がそのまま
使われておりました。エネルギーという言葉がそういう意味で使われはじめ
ましたのは，もう少し後のことでありますが，しかし，いずれにしても概念
としては第二の基礎概念としてエネルギーが登場いたしました。
そして，今世紀に入って私たちはもう一つの自然科学の概念としての情報
というものをつかまえたのではないか。文学の畑でしばしば遠藤周作とか吉
行淳之介とかいったような人たちが第三の新人と呼ばれた時代がございま
す。もはやあの人たちは新人とはとても言えないペテランでありますが，第
三の新人と呼ばれたグループでございました。それをもじりまして科学の世
界でも第三の新人として情報というのがあるのではないかというようなこと
が言われたわけでございます。
私は，実はこの図式はそれはそのとおりなんでありますけれども，少し留
保が必要であるように思うわけです。その順番とか，それから大まかな枠組
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として歴史的にとらえたとき，まず物質が問題になり，その次にエネルギー
が問題になり，そして今世紀に入って情報が問題になった，特に，サイパネ
ティックスとか情報理論というものが自然科学の一分野として確立いたしま
したのは，大体，第二次大戦中から戦後にかけてのことでございますが，勿
論，その前駆的なことは幾つもあったといたしましても，情報という概念が
学問あるいは自然科学の一分野に確立していくのは第二次大戦以降と言って
いいと思うのであります。したがって，順番としては確かに17世紀から18世
紀に物質， 19世紀にエネルギー， 20世紀に情報という順番で自然科学がこれ
を相手にし，その枠組の中でものを言い始めた，あるいは言い続けてきたと
いうことは確かでございますが，しかし，実は，それは新しく登場してきた
ものではないというのが私の仮説でございます。
つまり，言い換えますと，実は人類が生きてきて，要するにこの自然界と
いろいろな付き合い方をしてきた，その中で情報もエネルギーも物質も当然
のことながら全てを相手にして生きていたわけです。考えてみますと実はこ
れはあたりまえのことなんです。ところが，実際に17世紀から18世紀に自然
科学の原型というものが生まれてきたときに，一体，彼らー一彼らというの
は自然科学の原型を作り上げた人たちということになっているわけですが
ーは何をやったかといいますと，細かく調べてまいりますと，実は大変奇
妙な事態にぶつかります。例えば，万有引力を発見したということになって
いるニュートンという人ですが，彼は実はいま私たちが言うような意味での
科学者として存在していたわけでは決してないのであります。ニュートンと
いう人は現在では力学の創設者であるというふうに言われておりますし，重
カの発見者でもあるとも言われているわけですけれども， しかし，ニュート
ンという人は実は錬金術もやっておりましたし，この世界がどういうふうに
してつくられたかということについてキリスト教的な枠組の中で神学的な問
題を追究しておりました。重力という概念は英語で gravityという言葉で表
現いたします。しかし，ニュートンはラテン語を使ったんですが， attractio
という言葉を使っています。英語の attractionと同じですね。つまり，
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attractionという言葉は，人寄せパンダなどと言われる，つまり人を引きつ
ける力を持ったものでありまして，あの人は魅力があるというとき attrac
tiveであるという言葉を使いますね。そのとおりでありまして，つまり人
を引きつける力がアトラクティオでありまして，重力という概念は人間がお
互いに引きつけ合うような力を物質も持っているのだという考え方をそのま
ま表現したものにほかならなかったわけです。そうしてみますと，ニュート
ンは決して私たちが考えているような意味での物質だけを追究した人でもな
ければ，私たちが考えているような意味での物質と重力だけでこの世界はカ
学的に構成できると信じていた人でもないわけであります。これはとんでも
ない問遮いでありまして，ニュートンの虚像というものが今日に伝わってし
まっているわけです。
しかし，実はなぜそういうニュートンの虚像が生まれたかということを振
り返ってみると，これがむしろ話としては面白い。というのは，そういう二
ュートンの仕事の中から物質だけを取り上げ，さらにその物質が作用力とし
て重力だけを持つという力学的世界像をつくり上げた人たちはニュートンよ
り逝かに後の人たちだったのです。ですから，私はニュートンを科学者だと
は思っておりません。ニュートンはいまの我々の考え方でいうような意味の
科学者とは似ても似つかぬ人だった。一一これを言いはじめると話は非常に
長くなりまして，情報の問題から少し外れますので，これ以上は触れません
けれども， しかし，そういう意味では，まだ17世紀には物質と，それに対す
る作用力だけで問題は解決するとは思っていませんでした。
例えば，ハレー彗星にしても，前回ハレー聴星がやってきたときの人々の
反応というのが雑誌や新聞などでも取り上げられましたので，歴史をわざわ
ざ振り返らなくても，前回のハレー藝星に対して社会や人々がどういう反応
をしたかということを思い出す機会が我々に与えられたわけです。いまから
百年足らず前の話でありますが，そのときに人々は何を言ったか，ハレー彗
星は神の怒りであるとか，あるいは凶事の前兆であるとか，いろいろのこと
を言っているわけです。つまり，それを私たちはいまそういうのを非科学的
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だと笑うわけですけれども，百年弱前でも，まだ私たちはハレー替星という
善星が例えば，ある情報を担っている，つまり，これから将来人類がどうい
うふうになっていくかということについての情報を担っているものとして理
解したわけですね。少なくとも一般的にいって我々の社会の中では，あれを
単なる水滴の集まりとして，氷のかけらとして認めていた単なるそういう物
質が単なる力学的な法則に従って運動しているだけだと考えていたわけでは
ないわけです。勿論，自然科学者の中には，そういうことに対して，それが
非科学的であると言った人たちは勿論いたわけですけれども，しかし，あの
善星がある情報を担っている，勿論エネルギーも担っている，つまり作用カ
を持っており，単なる力学的な作用力だけではなくて我々人間に対して，何
らかの意味を担っているというふうにまだ考えていたわけですね。
今回の場合には，ほとんどそういう議論が出なかったわけです。というこ
とは何を意味しているかというと，私たちは実は自然科学を自然科学として
やっていこうという場合に，ここ百数十年の間にまず何をやったかという
と，自然界の中から情報を捨てたわけですね。まず捨ててしまった。エネル
ギーというのも実は捨てちゃっているのです。一且捨ててしまって，そして
物質とそれを支配する作用力だけで何ができるかということを一生懸命にや
ってみたというのが，ここ百数十年の科学の歴史ではなかったか。そしてま
た，いまも実はそれはずっと続けられているわけです。益々一方ではそうな
っているという現状，つまり自然科学の中ではやはり先ほどの意味の問題と
いうのは全く取り扱われないできているということが一面では確かなように
思います。意味の問題なんていうことを言い出すと，これは自然科学になら
ない，これはかなりはっきりしたことではないかと思います。
実は，私にも大変苦い経験がございまして，ある市民公開講座のようなも
ので，情報の問題について講演をさせていただく機会がございました。二人
の講演者がいまして，私の前に情報工学で大変有名で海外で客死をなさった
宮川洋先生という方が講演をなさいました。私はその後で講演をさせていた
だいたわけですが，こういう場合に，私は前の先生が何をお話になるかとい
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うことは，できるかぎりは私自身の勉強にもなりますので全てのお話を伺う
ことを習慣づけてきたつもりではございますが，そのときは，どうしても余
儀ない事情で私の出番になるまで講義をしておりまして，ぎりぎりに飛んで
行きました。したがって，宮川先生が何をお話になったかを知らずに壇に上
がりました。そして開ロ一番私は，情報とは意味であるというふうにお話を
切り出したわけです。話が終わってから，フロアーからまず第一のご質問は
大変厳しいお叱りでございまして，おまえは情報とは意味であるという話で
始めた，前の講師の宮川先生は情報とは意味とは全く無関係であるという話
で講演を始めた，どうしてくれるんだというわけであります。私はしまった
と思いました。しまったと思ったんですが，しかし，ある意味で災いを転じ
て福となせる話ではないかと思ったわけでございます。これは工学的な立
場，あるいはもう少し広めに言って自然科学的な立場からいいますと，意味
というような怪しげな言葉を自然科学の中に登場させるということについて
は，当然のことながら非常に厳しい反発があるということは私も当然想像が
できることでありますし，又，反発と言わないまでも，意味というようなも
のを自然科学が扱うことは本来あり得ないのだという基本前提が自然科学の
基礎的な側面の中にあるということも私は理解しているつもりでございまし
たので，その意味では逆に非常にありがたいご質問にもなったわけでござい
ます。
例えば，先ほどのハレー善星の例がよくそれを示していると思うのであり
ますが，善星が何らかの情報になっているというとき，私たちはそれは非科
学的であるというふうに考えます。しかし，例えば， 日本語を全く知らない
外国人が町を歩いているといたします。後ろから車が来かかっている，私は
危ないと叫ぶわけですね。そのときに，その日本語を全く知らない外国人の
隣には日本語をよく知っている人が脇を歩いているとします。その二人は一
人は跳ぴ退くでありましょうし，一人は悠然と歩いているかもしれない。勿
論，人間というのはそれほどばかではありませんで，常に文脈の中で行動い
たしますから，我々が知らない外国へ行って，誰かが襲われて危ない目に会
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っているときに，さて，この国の言葉で助けてくれというのは何というのだ
ったんだろうかと考えているよりは， 日本語で「助けてくれ」と叫ぶほうが
はるかに助けは来るだろう。これはそうなんですね。人間というのは確かに
常に文脈の中で行動いたしますから，そういう意味では，その文脈の中で叫
び声が聞こえたときにさっと跳び退くということもありうるかもしれない。
しかし，私の「危ない！」という言葉の意味が分からない場合には，実は私
の声帯から出た音のエネルギーはちゃんと二人の人間の鼓膜に達して，その
鼓膜を振るわせて，そこから聴覚神経をたどって，ある物理的な硯象は起こ
っているわけでありますが，全く同じように起こっているにもかかわらず，
一人は動かない，一人は動くということが仮にあったといたしますと，やは
り単なる物質，空気の振動であったり，そこを伝わるエネルギーであったり
ということだけで話が済むわけではない。そこには例えば言葉の伝える意味
というものが理解されるかされないかが，人間を動かすか動かさないか，人
間に対して働きかけて，その人間にあるアウトプットを出させるか出させな
いかの分かれ目になるというところが確かにあるように思います。
これは主として人間について言えることでありますから，多分，情報とい
う概念は人間から出発しているのでしょう。もっとも，例えば今日ではDN
Aの情報，遺伝情報というような言葉が使われます。つまり，私たちは人間
だけが意味を理解するというふうに考えがちでございますが，やはり生きて
いるということの中には，いま申し上げたような物質現象とエネルギー硯象
だけで作用されて動いているのではない側面というものを生きているという
ことの中に隠めることができるのではないか。一ーこれはいまから20年ぐら
い前の生物学の状況というものを念のためにレ←ファレンスとして引かせてい
ただきますと，いまから20年ぐらい前の生物学では，生きている，例えば英
語でいうリビングとか，生命とか英語に直しますとライフという言葉にあた
るのでしょうか。そういう言葉が生物学の論文の中に出てくることはほとん
ど100％ありえなかったのですね。もしも，生物学の論文の中に「生きてい
る」とか，「生命」とかいう言葉がー語でも出てきていると， その論文は科
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学の論文として失格であるという判断が下される。例えば学会にそういう論
文が投稿されたときはレフェリーは，まず著者に注意して，ここは言い換え
なさい，あるいはカットしなさいという注文をつけ，それでもだめだとレフ
ェリーは必ず落としたのであります。
この場合，これは情報ではありませんけれども，例えば，生きものを扱っ
ている生物学が「生命」とか「生きている」という言葉を抜きにして論文を
書かなければならなかったわけであります。いまから20年前がそうであり，
15年前でもまだその傾向が非常に強かったのであります。このところ，生物
学関係の論文の中に，「生命」とか「生きている」とかという言葉がぽちぼ
ち出てくるようになりました。勿論，この場合，総説とか，一般の啓蒙誌に
出てくるような論稿は別で，専門論文としての場合です。「生きている」と
いうことをいうことさえ科学の中ではタプーであったわけですね。
これもよく申し上げる例ですけれども，心理学というのは，歴史的経緯が
ございまして，大抵の場合，大学では文学部に属しております。私は国立大
学におるのですが，国立大学では人間だけが住んでいる，あるいは生きてい
るところでは，普通工アコンデショニングができないことになっておりまし
て（最近ちょっと変わってまいりましたが）予算が取れません。精密機械が
あるか，実験動物があるかするとエアコンデションを付けることが許され，
予算が取れます。文学部の中でエアコンデションのある部屋に住んで実験動
物を飼って精密機械を持っているのは心理学教室だけであります。
そこで，この中にも心理学の先生がいらっしゃるかもしれませんので失礼
があったらお詫びをいたしますが，全ての心理学の先生がそうだとは申しま
せんが，今日の心理学を担う方々のかなりの部分が，自分たちの学問は自然
科学だと思っていらっしゃる。そして，その場合に，例えば意味なんて言葉
は勿論でありますが，一番いい例は記憶なんでありますが，記憶という言葉
は少なくとも心理学の学術論文から追放すべきであるという心理学者が，心
理学の少なくとも行動主義心理学のかなりの部分を占めていらっしゃる，こ
れは確かですね。もっと端的な例は，生物行動学になりますと，例えば，こ
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の犬が私を覚えているという言い方は論文の中では絶対にあってはいけな
い。どういうかというと，何月何日に私とこの犬とは出会った。そのときに
私はこの犬を蹴飛ばしたとか，餌をあげたとか，何とかということはあって
もいいわけです。そして，それから何ヵ月か何年か経った後，何月何日に再
ぴ私とこの犬は出会った。さて，その犬はいま私を見て喜んでいると言って
も，怒っていると言ってもいけないんで，何と言えばいいかというと，腰を
かがめて尻尾を巻き込んで，耳を引いて…………そこまでですね。 それ以
上，記憶するという言葉さえ科学の言葉にならない。つまり，それは物質の
振舞ではないからです。最初に申し上げましたが，自然科学というのは物質
の振舞として全ての自然現象を理解することであるというのが基本の原理と
なって，ここ百数十年きているのです。心理学や生物学もそういうふうにし
て科学になる以上は全てを物質の振舞で描きあげていく。それが記憶をして
いるとか，あるいはこういう意味を理解しているとか，その意味を理解して
いないとかというような言葉づかいが物質の記述の中にあるべきはずがない
というのが，いまでも基本となっているのであります。いま情報が花形にな
って，自然科学の中で情報が非常にもてはやされて，第三の新人がもはや新
人ではない，吉行淳之介クラスになったようですが，必ずしもそうではない
わけです。やっばり自然科学の王道というのは物質の振舞で全てを描き尽く
すことができれば，そのほうが．いいんだし，そこをまだやってないところは
どうしてもそれを全部やり尽くさなければいけないんだし，ましてやエント
ロピーという概念で置き換えられるような情報量としての定量化された数学
的に扱われる，あれだけのことならまだしも，意味なんていうものが入り込
んできては，これは自然科学の自殺である，自己破壊であるというふうに考
えている人たちが，むしろ純粋の自然科学者だというふうに考えて，いまで
も差支えないのではないと私は思っているわけです。
しかし，これも先ほどの学部長のお話にもありました好むと好まざるとに
かかわらず，現在の科学研究，それの応用としての技術的所産というもの
は，まさに人間の個人あるいは社会，特に医療の場面なんかを考えてみます
(8町）85
とお分かりのように，それこそ人間が生きていくという，そこに直接的に入
り込んできております。かってのように工場の大生産的な中に技術の所産が
もっとも顕著に現れていて，私たちはそれを使うにせよ，使わないにせよ，
いわば外のものとして扱っていた状況からはかなり変わってきております。
私たち自身の身休の中に，あるいは生活の中に，生きているということ自身
の中に，常にそういうアプローチの仕方が入り込んできているわけです。
そういう中で，生物が生きている，社会生活を営んでいる，あるいは人間
が生きている，一人ひとりの人間が人間として生きているというときに，そ
の意味の理解というようなことを抜きにして，私たちの生活が表硯できる
か，記述できるかというと，これは明らかにできないというのがはっきりし
ているように思うわけです。
したがって，情報化社会という社会的な現象については，後のお二方の先
生のご専門の中でお話いただけると思うんですけど，情報化社会という社会
現象が起こっている中で，私が問題にしたいのは，科学的なアプローチが否
応なく，どうしても人間の生きているということにぶつかってきて，その情
報の問題—あるいはもっとはっきり言ってしまえば，私はやはり情報とい
うのは意味だというふうに考えたいわけですが一＿その意味の問題にまでい
わば立ち入らなければならなくなってきた。そのときに科学はいわばたじろ
いでいるわけです。どういうポキャプラリーで，どういう科学の用語の中で
それを扱うことができるのかどうか。そういう意味では，まさに科学は一種
の危機を迎えているといってもいいように私には思われるわけです。
例えば，私はよく情報代謝という言葉を使うのですけれども，物質代謝と
いう言葉，あるいはエネルギー代謝という言葉はしばしば使われるわけで
す。物質，エネルギーの出し入れにしばしば使われます。しかし，私たち生
きているということは，まさに意味の出し入れなんです。その意味の出し入
れということを仮に情報代謝という言葉を使ったとしても，それが，それじ
ゃあ自然科学のポキャブラリーの中にどういうふうに載ってくるのか，それ
が多分いま問われている一つの重要な側面ではないかと私は考えているわけ
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医療の場面，これは典型的にそうでしょう。 ICUというのがございま
す。よく弁慶の立往生ということを申しますが，物質とエネルギーに関して
は，いわば120彩周倒な設備で，人間の生きているということを助けるわけ
です。しかし，あの集中治療室に住んでいたいと思う人がいるでしょうか。
つまり，意味の出し入れに関しては ICUというところは極めて劣悪です。
それをどうするかといったときに私たちは途方に暮れるわけですね。勿論
それなりにいろいろな工夫をそれこそ心理学の人であるとか，医療心理学の
人であるとか，看護学の人であるとか，いろいろな形でやろうとしています
が，しかし，それを科学の言葉で表硯しようとすると，たちまちだめになっ
てしまうわけですね，進まない。そこで，人間学だとか， ヒューマンサイエ
ンスだとか，いろいろな言葉で呼ばれる非常に奇妙な言葉が言われるのだけ
れども，しかし，その内容については，いま私たちはまだはっきりしたもの
を何一つつかんでいるとは言えない状態であります。
その意味で，私たちは一旦完全に捨てて，これでやっていけるんだという
ふうに考えた，そしていまもやっていることの中で，さあ捨ててしまってい
けなかったものをどういうふうにして回復しようかということについて，ぃ
まもっともその転換期というか，捨てたものをどうやって元に拾い上げて取
り戻すのかということについて非常に面白い時期にさしかかっているのでは
ないかということが私の現状に対する把握でございます。
申し上げたいことは沢山ございますが，ちょうど時間になりましたので，
また二回目にでも，もし時間が回ってくれば，お話させていただくことにし
て，とりあえず，これで私の話を終わらせていただきます。ありがとうござ
いました。（拍手）
中辻 ありがとうございました。それでは次に，唐津先生からお願いした
いと思います。
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私は話題を三つに分けてお話します。
まず第一に，情報という言葉はやたらと使われるのですけれども，人によ
って非常に理解が造う。そこで，きょう私が申し上げようと思います情報と
いうのは何だろう，それをまず申し上げます。
その次に，なぜこういうふうに情報時代とか情報革命と言われるようにな
ったかと言いますと，それに関連する技術が最近僅か10年ですけど，むちゃ
くちゃに発達したわけですね。道具がなければ情報革命なんて起きなかった
わけです。この道具，特に，いま通産省のプロジェクトで第五世代コンピュ
ークーというのがありますが，私は七九年に始まりましてからずーっと関係
しております。これは一つのピークでありますけれども，その他にNTTの
INSとかいろんなものがございますが，あれも全部情報技術です。これが
いまどういうふうにどんどん進歩しているか，まだ新聞にも雑誌にも出てな
いような話題を含めましてお話したいと思います。
三番目には何かといいますと，ぞういった情報技術，そのピークにありま
すのは日本とアメリカなんですけれども，これが一体我々の仕事の中にどう
いうふうに組み込まれているだろうか，そこで何が問題として起きるだろう
かという話題を三番目に申し上げたいと思うんです。
ご承知のように，日本がここまでまいりましたものですから， ヨーロッパ
がいま一番慌ててまして，実はきのうも西ドイツ大使館から手紙がきまし
て，議員さんが7, 8人東京に来るそうです。そのときに私が第五世代の中
でやっております委員会の話を聞きたいという手紙がきましたけど，そうい
うことで特にヨーロッパが非常に慌てております。
それから，ソビエト，はっきり言って10年遅れました。昨年，科学アカデ
ミーの情報問題研究所長が東京に来まして私に会いたいというので，いろい
ろ話をしたのですけど，研究所員というのが2人付いてきて，あと大使館か
ら3人付いてきました。その三人の中に必ずKGBがおると思って顔を見な
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がら話をして非常に面白かったんですけどね。ところが，そのとき分かった
ことは，勿論，英語で話をしているのですけれども，私の使う英語の言葉の
意味が理解できないのです。勿論，単語集を引けば幾らでも意味は分かるは
ずなんですが，現在の日本及びアメリカでやっている技術を英語で言いまし
ても分からないのです。私は手を焼きまして， じゃあ，あんた明日秋葉原へ
見ていらっしゃい。秋葉原へ行くと日本では中学生がマイクロプロセッサー
を買って帰って，それを組み立てているのですよという話をしたら，これが
分からない。それぐらいソビエト・は遅れましたね。
まず，第一に私が申し上げたい話題，つまり情報というのはどう理解した
らいいかということなんですが，実は私はいま東京都の長期計画構想の委員
会の委員をやっております。これはご存じかも知れませんが，東京が世界の
一つの国際金融センクーになることがはっきりしました。そうすると，霞ケ
関ビルクラスの建物を少なくとも20本ぐらい建てないと間に合わない。とこ
ろが，もう東京はご承知のとおり過密状態でだめです。そこで，東京はいま
23区なんですけど， 24区にしよう，新しい区をつくろうという計画を立てて
いるわけです。ところが，そんな場所ないわけですね。どこか，海です。 13
号地と言って，ちょうど羽田空港のちょっと北のほうになるのですけれど
も，埋め立てまして，そこだと大体霞ヶ関ビルクラスが15本建ちます。そう
いう計画がどんどん進んでいる。ところが，この委員会の最初で非常に面白
かったのは，座長をやっているのは稲葉秀三さんなんですが，委員の方の1
人が，そんなことをやったら益々東京は過密化するじゃないか，けしからん
と言った。稲葉さん，何と言ったかというと，放っといてもみんな集まって
くるんだ，過密化するんだ。だったら，自由放任に任せて過密化したら，ぁ
と収拾つかないから，こっちのほうへ行こうじゃないかということを示し
て，それをやったほうがはるかに効果的なんだという考え方なんですね。
そういうことを皆さんに申し上げますと，また東京かと思われるかもしれ
ませんが，一時人口が東京，大阪あたりの大都市にどんどん集まったころ言
われたことがある。それは地方に工場をもっていけ，政府も富士山の麓へも
(831)89 
っていけという話もありました。事実，工場は随分地方に分散いたしまし
た。ところが，私はそれはだめだと思うんです。なぜかといいますと，地方
の方々が東京，大阪に転勤ということになりますと，家族は勿論，爺さん，
婆さんまでみんな連れてくるんですよ。ところが，大都会に住んでいるやつ
に，おまえ地方へ行けと言ったらかわいそうなもんで旦那だけ行くのです。
これを単身赴任というのです。あんなことをやるから，札幌とか博多の風紀
が乱れるのです，はっきり言って（笑）。
じゃあ，なぜ大都市にしがみつくか，住むだけなら地方のほうがよっぽど
いいのです。食い物はうまいですしね，家だって広い家に住めますよ。大阪
じゃ 2,000万円じゃろくなマンション買えません。ところが，新潟，秋田あ
たりに行って2,000万円といったら大邸宅ですよ。だから， 住むという，っ
まり物の面だけですと地方がいいに決まっているのです。でありながら，な
ぜ大都会にしがみつくか，その原因はたった一つです。地方にいると遅れ
る，それだけの話です。遅れるとは一体何か，情報格差なんですよ。特に最
近の世の中の変化が非常に早くなりますと，この遅れるというたった一言が
単身赴任を生んだりするのです。だから，これは，そんなもんけしからんと
いう道徳論では割り切れない問題なんです。特に， 日本という国は変化が非
常に早い。
私は情報格差と簡単に申しましたけれども，インフォメーションというの
は英語ですけれども， 日本の辞書を引いてもだめですね。ある辞書を引いた
ら情を伝えるものだと書いてある，何を言っておるかさっばり分からない。
辞書というのはどうして国文学者が書くんでしょうね。情報とは何かという
のは科学の問題ですよ。ウェブスクーを引きますとちゃんと書いてある。情
報というのは，「ある事が起きていても， そのことについての情報を手に入
れるまでは，そのことがなかった前と同じ状態にある，これを情報という」
というのです。外国人というのは簡単なことでもややこしく言うのです。日
本じゃもっとうまいこと言ってます。「知らぬは亭主ばかりなり」と。事件
が起きちゃっているのです。だけど，ご主人は全然ご存じない，嫁さんと付
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き合うとき，そのことがなかった前と同じ気分で付き合う，これを情報とい
うんです。 （笑）皆さんだって気をつけたほうがよろしい， 知らなければな
いのと同じなんです。
そういたしますと，もう一つ重大なことが出てきたわけです。それは何か
というと，知ってちゃうとどんなうまいこと言っても冷めちゃうわけです。
ということは人間の行動が変わるわけですね。だから，情報自体には私は価
値はないと思っているのです。そうじゃなくて，情報を受け止めたことによ
って，その人の心の中でも，行動でも何でも結構です，それがどういうふう
に変化するか，これが勝負なんですね。
情報理論はなかなかうまいことを言ってます。情報が伝わるには，まずシ
グナルというのがあるのですね。つまりサインだと思ったらいいです。それ
がなければ情報は伝わりませんね，当然。それに何かメッセージを載せるわ
けです。ところが，メッセージを同じように載せましても，相手がそれから
受け取る意味は遮います。これがインフォメーションなんです。だから，ィ
ンフォメーションというやつは，メッセージが行かなくてもインフォメーシ
ョンが伝わることがある。ちょっと不思議でしょうけどね。例えば，皆さん
ご存じでしょう。便りのないのはよい便りというでしょう。メッセージは全
然こないわけです。ところが，こっちはそこからインフォメーションが読み
取れるわけです，まあ，元気でやっとるんだろうなと。手紙が来るとろくな
ことはないです，金がなくなった（笑）だから，インフォメーションという
のは極めて主体的なものなんです。先ほど意味の問題がございましたけど
ね。その話は後で出てまいりますけれども，まず，ィンフォメーションとい
うのはそんなものだということです。
最近，情報技術が非常に進歩いたしましたものですから，地球のどこで起
きた事件でもその日に分かります。レジュメにも書きましたけれども，昔，
赤穂浪士の事件が江戸城で起きまして，早駕籠が赤穂城まですっ飛んで行っ
た， 4日かかってます。そうすると，赤穂の人たちの状態を考えてほしいの
です。殿様即日切腹で死んじゃった。大石内蔵助は知らんわけです，殿様は
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生きているわけですまだ，本当は死んでいるのだけど。だから，赤穂の人た
ちにとっては早駕籠が着いた途端に殿様が死ぬのです。そのことが起きてい
ても，そのことを知らなければ，なかった前と同じ状態にあるわけです。こ
れは非常に重大なことなんです。というのは，最近，いわゆる国際間の緊張
というのがよく言われますけど，はっきり言ってアメリカはソビエトは絶対
戦争できないとたかくくってます。なぜかといいますと，この間，チェルノ
ブイリ原子力発電所の爆発がありましたね。あれ一番最初に正確に知ったの
はアメリカです。衛星を飛ばしてますから上から覗けば全部分かるわけで
す。これを覗き見というのですけどね（笑）日本で伝わった写真というのは
非常にぼやぼやとした写真ですけれども，アメリカはサイドルッキングレー
ダーというのを積んでまして， ミリ波でもって地面をク・ーッとなでてるわけ
です。それをコンピュータにかけますと，大休地上もののが15センチまで分
かるわけです，凄いものです。ところが，この情報処理には膨大なコンピュ
ータが要ります。それでスーパーコンピュータが要るのです。だから，アメ
リカが絶対スーパーコンピュークを東欧圏に売るなというのはそれなんで
すね。ところが，このスーパーコンピュークというのは世界で CRAY-1と
いうアメリカのものしかありませんでした。ところが，日本がつくるように
なったんですね。アメリカはびびっておるわけです。人工衛星からくる電波
（メッセージ）というのはどこででも受けることができるのですけれども，
それを情報処理して人間が理解できるようにするにはスーパーコンピューク
がなければできないのです。アメリカはそれを持っている，日本も持ってい
るわけですね。
そこで，次に情報技術がどういうふうに進歩しつつあるかという話をした
いのです。この中心になってますのは，何と申しましても半導休の進歩と通
信の進歩ともう一つはあまり言われておりませんが，センサーの進歩です。
特にセンサーの進歩というのはこの頃凄まじいのです。ご存じかも知れませ
んが，皆さんの身休の中には赤血球というのが流れております。これを一つ
ずつ勘定ができるようになりました。なぜかというと赤血球というのは鉄分
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が多いですね。鉄というのは磁石になるでしょう。ですから，非常に強い磁
石の中に入れますと，赤血球が磁石になるのです。そいつをセンサーで拾い
ますと血液がどういうふうに流れているか全部分かるようになったのです。
これはセンサー技術の進歩であります。
それから，先ほど申し上げた衛星から調べていく，これをリモートセンシ
ングというのですけど，いまは沈んでいる原子力港水艦まで分かるようにな
りました。なぜかというと，原子力港水艦が走るとお湯が出てくるのです。
まあ，船が走れば一般にお湯が出るのですけれども，そのお湯がスーと行っ
て，その前に船があれば普通の船ですね。お湯だけあって何もなかったら港
水艦に決まっておるわけですよ。それどころじゃございません。太平洋の底
なんていうのは地面がでこぼこしてますね，ということはそこで重力（引
カ）が全部遮うわけです。そうすると，海の水というのは平らじゃない，引
カの強いところでへこむわけです。弱いところは出っ張りますね。それだか
ら，海水の面のでこぼこを調べますと海底の地図が全部できるわけです。こ
れは実際にスーパーコンピュータを使って正確な海底地図ができておりま
す。
そうすると，こういう技術を持っている国と，持ってない国じゃ，戦争で
きませんよね。だから，昔，ある人が情報は力なりと言ったことがございま
すが，それは私も戦争中に感じた。私は第二次大戦中にレーダーの研究をや
ってましてね。ご存じだろうと思いますけど，日本の海軍というのは夜戦争
するのが大好きだったんです。向こう眼が見えませんからね。それでダッダ
ッとやって勝った。ところが，そのうちにアメリカ軍がレーダーを持ちまし
た。レーダーを持ちますと真っ暗闇で大砲が撃てるわけですね。それで日本
の海軍は手も足も出なくなっちゃった。まさに情報は力です。
そうした技術で私はセンサーと言いましたけれども，もう一つ何だかんだ
と言っても凄いのは半導体です。超LSIという言葉をお聞きになったこと
があると思うんですが，最近，皆さんがお使いになるパソコンというのは大
体16ビットのマイクロコンピュークを使っております。小さな石で原価では
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1,000円か2,000円で買えるんですけれども，あのマイクロコンピュータの能
力というのは， 16年前に千里で万博がありましたね。あのときの政府館に国
産の最大級のコンピュータを入れたのです。その頃の値段で 7億円したので
す。だから，物価指数から考えますと，いまの値段だったら20億円ぐらいの
機械でしょうね。その能力と1,000円で買える16ビットのマイクロコンピュ
ータと大体同じなんです。ちょっと想像を絶すると思うんです。これができ
るのは，いまのところアメリカと日本だけです。
さらにそれがどんどん進歩しております。これを湯水のごとく使って，つ
まりコンピュータがむちゃくちゃに安くなったものですから，いままででき
なかったことをやろうというのが第五世代コンピュータというプロジェクト
です。これはどういうことをやろうとしているか，後で申し上げます。
もう一つ重要なのは通信技術です。皆さんは光ファイバーだとか，人工衛
屋の話はお聞きになったと思いますが，あれは何かといいますと，日本中の
情報格差を一挙になくそうという考えなんです。光ファイバーを使います
と，遠くへ情報を送るコストがうんと安くなるのです。というのは，いま，
主として銅のケーブルを使っていますが，あれですと， 2キロメートルごと
に中継器が要るのです。ところが，光ファイバーを使いますと50キロに一つ
でいいのです。もうすぐ100キロに一つというのができます。やがて， 2,000
キロまでいきます。いま電電が INS計画というのをやっているのはそれな
んですけど，これは72年に大体全国をネットするのですけれども，それがで
き上がりますと，全国電話料金の掏ー化ができます。現在でも手直しをどん
どんやっております。いま 320キロ以遠は市外料金というのは同じです。
だから，皆さんが東京にかけても札幌に電話をかけても電話料は同じなんで
すよ。それどころじゃございません。デジタルネットができてコンビューク
同士のやつは全国料金2段階制です。やがて掏ー料金に必ずなります。私は
電電公社に元いたのですけれども，私の夢は全国均一料金だったんです。 1
通話5円の時代に私計算しましたら， 1通話17円にすると全国掏ーにできる
ということがわかりまして，それを盛んに言ったんです。早すぎるのはだめ
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ですな，みんな反対しやがってね（笑）反対するやつはろくなことを言わな
い，そんなことをやったら遠くに電話をかけるやつが増えてしようがねえ
（笑）私は，ばか言えと言ったんです。郵便料金は全国同じですね。だから
といって沖縄へ手紙を出すそんなばかなやつはいない（笑）相手がいるから
出すんでね，相手がないのに誰がかけるかい（笑）なぜ郵便料金が全国均一
かといいますと，あれは市内配達コストが高いのです。町から町へ運搬する
のはまとめて運びますからコストは安いのですね。だから，全国均ーでもい
いわけです。電話も必ずなります。'
そうすると，先ほど申し上げた人口の地方分散がまた始まります，情報格
差がなくなりますから。と同時に今度は物を運ぶ，つまり，これは飛行機な
んですけどね。ご存じかもしれませんけれども，いま日本中にジェット空港
が続々とできております。日本なんていうのは日本列島を端から端までジェ
ットで飛んで2時間ですよね。そして，むしろ地方のほうが熱心です。例え
ば山形，私，いま山形テクノポリスの委員ですが，山形なんていうのは昔は
行くのに大変だったんです。東北本線から仙山線を経由して行ったんです
が，いまはジェットで40分です。山形空港に初めて下りたときぴっくりし
た。天童という将棋の駒で有名なところですが，回りにハイテクの工場がず
らりとあるわけです。日本の一流企業が全部集まっている。ジェット空港の
おかげです。ですから，情報技術の進歩というのも日本を変ぇるだろうとい
うことはお分かりになりますね。
私は半導体の進歩等三つ申し上げましたけれども，しかし，それは物で
す。これをどう使いこなすかという技術がいまどんどん進んでいるのです。
第五世代コンピュークは何をやるかという話をちょっとしておきますが，ぃ
ままでのコンピュークの最大の欠点というのは，人間が一つでも間遣えると
機械は絶対動かないという欠点があった。皆さん，お使いになった方ご存じ
でしょう。ところが，人間というのは間遮えるのが商売です。世の中に間進
えない人間って絶対いません。仮にそんな人間がいたら付き合えませんや。
皆さんの友だちだって，あの野郎，絶対間遮えないというやつがいたら付き
(837)95 
合わないほうがよろしい，あほらしいわねえ（笑）やっぱり人間というのは
間遮えるところにいいところがあるのです。だから，少しぐらい友だちが間
遮っても，ああ，あいつはやっばり人間だったと思いなさいよ，間遮えなけ
ればコンピュークそのものですわ。
ところが，それじゃあ困ります。そこで人間が少しぐらい曖昧なこと，間
遮ったことを言っても，それを察してくれる，これを推論マシーンというの
ですが，これが第五世代の一つの仕事です。既にワードプロセッサは，その
機能を持ってますよね。かな文字を入れてボンと押すと，それに対応する漢
字がバラバラと出てくるでしょう。あれは推論の一種です。この前，面白か
ったのは手書き漠字を読む機械のデモンストレーションを見たんですが，手
書き漢字はいま読めます。草書や行書はだめですよ，あれは書いた本人が読
めなくなっちゃうんだから（笑）そんなもの読めるわけないんですわ。楷書
でお書きになりますと93％ぐらい読みます。そのデモンストレーションをや
ったら面白かったのは「東京都千代田区神田」と書くのを，わざと「東京郡
千代田区神田」と書いておいたのです。ところが，コンピュータはちゃんと
正確に「東京都千代田区神田」と出ましてね，但し「都」という字だけパッ
パッパッとフラッシュするわけです。あんた，これ遼うぜというわけです
ゎ。皆さんもあんまりいいかげんなことを言うとコンピュータにばかにされ
ますから気をつけたほうがよろしい（笑）これを推論マシーンというので
す。
四つありまして，一つは推論マシーン，二番目は理解するマシーン，つま
り，言葉を理解し，文字を理解する。アンダースクンディングと英語で言う
のですけどね。これが出来上がりますと機械翻訳というのができるようにな
ります。ところが，我々が機械翻訳をやっていると言うと，すぐおっしゃる
方がおる。そんなこと，おまえ言ったって，志賀直哉の文章なんていうのは
何を言っているかさっぱりわからん，大丈夫かと。我々は文学は当分避けて
通ります。あんなもの手を出したらけがするに決まっておる（笑）大体，文
学というのはなんべん読んでも，もや～っとして訳のわからんところに文学
96(838) 第 31巻第 6 号
の文学たるところがある。隅から隅までピントの合った文章なんて文学じゃ
ないです。よくね，我々がこういう話をすると，出来ない例ばっかり持って
きて，それ，できないだろう，あれできないだろう，ざまあみろと，これは
科学的態度では絶対ない（笑）我々はできることから機械化をしていもそ
してできる領分を広げていくのです。
三番目は，問題解決マシーン，プロブレムソルビングと言っております。
エキスパートシステムなんていうのは，その一つなんですけど。これはお医
者さんの分野から最初始まったのです。よく言われることですが，一人患者
がいて，医者が百人いると百種類病名を付けるというぐらい，あれはいいか
げんな世界なんです。患者はたまったもんじゃない。そこでベテランのお医
者さんの過去のいろんな経験を全部入れておきまして，患者が来ます，頭が
痛い，熱が出たと言いますね。それをコンピュークに入れますと，じゃあレ
ントゲン写真を撮れと言うてくるわけです。写真を撮って入れますと，今度
は血液というわけですね。そういうふうに順燥り順繰りデークを入れていっ
て，最後に，どうだと聞くとコンピュークが，その患者は気の毒だけど，ぁ
と3カ月だというかどうか知りませんで（笑）そういう機械を問題解決マシ
ーンと言っております。
そんな話ばっかりすると，皆さんは，そんなことやったら人間がやること
なくなるじゃないかと思われるでしょうけれども大丈夫です。私どもこうい
う機械ができたら，どう使うかということで随分調べたのです。そうしまし
たら，ある航空会社に行きましたら，ぜひ使いたい。というのは飛行機のい
まの事故というのはほとんどパイロットミスだというわけですね。なんでパ
イロットがミスをやるかというと，例えば着陸しようとした，そのとき突然
雷が鳴って雨がザーッと降り出したとしますね。パイロットは慌てるわけで
す，どうしようかと。慌てているうちにドサーッとやりよるわけです。そう
いうときに問題解決マシーンを積んでおきまして変なことをやりそうになっ
たらブーとプザーを鳴らす，それでもぼやぼやとしておったら，ばか野郎と
言え，それでもあかんかったら頭をひっぱたけ（笑）事故は減るだろう。つ
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まり，•ここなんです。冷静なパイロットというのは， コンピュータが幾ら進
歩しても追いつけない。ところが，人間というのは慌てることがある。慌て
ますと子供みたいなことをやり出すのですね。ところが，コンピュークとい
うのは幾らひっばたたいても慌てない。せいぜい止まるぐらいが関の山で
す。そうなりますとコンピュータの能力のほうが人間の能力を上回る，こう
いう意味でのサボートシステムですね。こういうふうに第五世代コンピュー
クを使っていただければいいだろうという考え方なのです。
私たちは79年にスタートいたしまして， 81年に国際シンボジウムをやりま
した。外国でもこういう機械ができないかなあと考えていたのでしょうけ
ど，なかなか難しいので手をつける人がいなかった。それを日本がアナウン
スしたものだから大騒動になりましてね。いまアメリカでもヨーロッパでも
一生懸命にやっております。やっぱり先に出したやつは一歩ずつ先に行って
まして，今年初めて第五世代の一番最初のプロトタイプがある会社から出ま
した。まあ，この計画の最後は1990年なんですけれども，そんなことであり
まして，それと同時に半導体がどんどん安くなっておりますから，我々がい
まの子供さんがお使いになっているパソゴンやワープロ程度の値段で第五世
代が使えるようにしようということですね。つまりはコンピュークの大衆化
なんです。これは非常に重要なことなんです。これをユーザーフレンドリー
と私たち言っているのですけれども，誰でも使える機械。そうすると，いま
皆さんが自動車をお使いになると同じ程度の気楽さでコンピュークを使うだ
ろう，これが私は本当のコンピュータ社会だと思うんです。
つまり，いま日本は車社会といいますね。みんな車を運転するからです
ょ。だから，私の言っているコンピュータ社会というのはジョージ・オーウ
ェルの社会とは全然遮います。ジョージ・オーウェルというのは随分昔の人
でありましてね，でっかいコンピュータが人間を管理するという考え方だっ
たのです。その逆であります。皆さんが自家用車を持っている程度に誰もが
自由自在に使う，それがネットワークにつながっていく，こういう社会にな
るだろうというのが我々の考えでございます。
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しかし，これをどう使いこなすか，これが実は問題であります。うまいこ
と使ってもらわなければいかん，どんなものでも光と影が必ずあります。だ
けど，影を恐れているために光をつぶしてはいけない。むしろ，こういう発
想がいるということを申し上げたい。それは，私はもう一つ東京都のOA化
の委員長をやっているのです。今度丹下健三さんが設計したビルができま
す。ツインクワーという，あれを全部インテリゼントビルにしようというこ
とで私はその委員長をやっている。審議会がございまして，第1次案を出し
たのは一昨年です。そしてかけましたらすぐ質問が出ました。 OAを入れる
と人が余るはずだ，首切りが始まるのじゃないかというご質問が出たので
す。私はすぐ答えました。そりゃあOAを入れれば人手が余りますよと言っ
たんです。人手が減らないようなOAならやらんほうがいいと言ったんで
す。だけどね，余ったからといったって首切る必要は全然ないじゃないです
か。東京都は非常に沢山の福祉施設を持っているでしょう。図書館，老人会
館，スボーツセンクーー一べらぽうな数であります。あれ一休何ですか，タ
方5時になるとみんな閉めちゃう，どんな素晴らしい図書館でも戸を閉めた
ら世間では図書館と言わないのだ，コンクリートの空き家ですよ。なんで閉
めるんだと聞いてみると，返事はいつも同じじゃないか，人手が足りないと
あんた方言っているじゃないか，だったら， OAを入れて人手を余らせて図
書館を夜中まで開けたらどうだ， OAを入れなければ福祉は増進しないと言
ったんです。いまの日本は便利ですな，福祉というと逆らうやついなくなっ
た。（笑）しかし，私は鈴木知事は立派だと思う。去年の 5月から東京都の
図書館は夜10時まで開けるようにいたしました。 1年経ちますと利用者は倍
になりましたよ。私はこういう考え方が大切だと思う。つまり，世の中には
やりたいことが幾らでもまだ残っているのです。余力がないからできないわ
けです。それをいまのようにOAを入れるとか，いろんなことをやって余力
をつくって，それをそっちのほうに回していくことによって，世の中豊かに
なっていくのですよ。•こういう発想が大事であります。
昨年10月，私はパリで国際生産性会議というのに呼ばれまして行ったので
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す。そうしましたら，ちょうど日本で言うと総評か何かの副委員長が出てき
まして，私は生産性を上げることは反対だというのですね。どうしてか，生
産性を上げると失業率が増えていくというのです。私はすぐ，あなた，そう
おっしゃいますけれども，世界中で生産性の高い国ほど失業率が低いという
ことをあなたご存じですかと言ったんです。実際そうなんですよ。日本の失
業率はご存じのとおり世界最低です。ところが， 日本の工業の生産性は世界
ーです。生産性の低い国ほど失業が多いのです。この事実をあなたはどう見
るのですかと言ったんです。ヨーロッパではロポットを入れると失業が増え
るというのでロボットを入れるのをためらったでしょう，失業率が高いじゃ
ないかと言ったんです。日本には世界のロボットの7割が動いております。
失業率は世界最低です。なぜかわかりますか。それはね，この世の中という
のは厳しい国際競争の中にあるんです。ヨーロッパは失業が増えるなんてい
ってロボットを入れるのをためらったため国際競争に負けて失業が増えたん
ですよ。もし，日本がロポットを入れなかったら失業が増えて大変なことに
なったんです。この厳しい国際競争というのを無視して局所的な議論したっ
て全く意味がないのであります。
だから，最近は必死になってヨーロッパでもロポットを入れております。
実はこの 8月の終わりにヨーロッパヘ行ったんですが，いまフランスが一生
懸命ですね。それでパリで呼ばれておったんですけど，ヘルシンキヘ行って
3日目にえらいことになりました。私，盲腸というのをやりましてね。痛い
もんですな，あれは。あれ切られちゃって，とうとう10日ほど入院してパリ
に行かないで帰ってきたのですけれども， ヨーロッパは一生懸命です，何と
かしてやらなくちゃいけない。コンピユークもすっかり遅れました。そうい
うわけでございまして，私はね，時間の流れというのは逆戻りできないと思
うんです。逆戻りできると思ったら大間遮いです。ですから，私たち日本と
いう国をもう一度見直さなければいかん。ご承知のように， 日本のGNPと
いうのは世界の12％ぐらいにきましたね，今度の円高で。 1人当たりGNP
というのは1万ドルを超しました。世界中で1万ドル以上の国というのは10
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しかありません。それだけに 1世帯当たりの平詢収入が520万円に培えまし
た。貯蓄が670万円であります。金持になったもんですよ。持ち家比率73%
であります。それにしちゃあウサギ小屋じゃないかとおっしゃるでしょう。
ところが， 日本の住宅の平掏面積というのは世界で4番目まできましたよ。
勿論，これは全国平均ですよ，だめなのは東京，大阪ね。（笑）まさにウサ
ギ小屋です。だから，皆さん地方に住んだほうがよっしまどよろしいわ。それ
から健康水準，これは世界ーです。・乎均寿命というのが女性はとうとう80を
越しましたね。これは大変ですよ，男は早いこといきますけど， 日本は婆さ
んばっかり残るわ。（笑） こんなこと言ったら怒られますからやめときます
けどね。それから教育水準，これも世界のトップレベルであります。これを
中曽根さんが本当のことを言っちゃってえらいおおごとになりましたけど
ね。（笑）それから犯罪率，これも世界最低でございます。
この日本，いま非常にうまくいっているのですけれども，これを今後21世
紀を目指して何をやるかということなんですけどね，やっぱりいかにして我
々はこの社会の豊かさがどうやって生まれたかということの原点を見直しま
して，それをさらにレベルアップをする努力をしなければいかんと思うんで
す。幸いのことに情報技術がここまで進歩いたしました。しかも，さらに幸
いなことに日本はその世界のトップを走っております。ですから， 日本人と
いうのは変化に対する適応性が非常にいいのですね。日本がこれだけ発展し
た原因の一つは，私は日本人の国民性だと思うんですけれども，これは何か
というと，私から言わすと無定見というやつです。日本人みたいな無定見な
人種はないですね。あれがいいとなったらワーッと行く，これがいいとなっ
たらワーッと行く。無定見と言って体裁が悪ければ柔軟性があると言ってお
けばいい（笑）ですから，この柔軟性を失わないように，我々は新しい事態
に対応するということが大切だと思います。
但し，対応するには必ず遅れる人が出てくる，それが影になります。当然
のことであります。ソフトランデングという英語がありますね，軟着陸です
ゎ，これをみんなで考えていかなければいかんと思うんです。日本の職業構
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造の変化というのも非常に早い， 5年経ちますと日本の職業構造はガラッと
変わってきます。それでいて失業率はあまり変わらないということは， 日本
の社会が実にうまくこなしてきたわけです。これからもそういくかどうかと
いうのは大問題であります。どういう問題があるかというのは後で申し上げ
ます。
ちょうど30分になりましたから，これで終わります。どうもありがとうご
ざいました。（拍手）
中辻 ありがとうございました。又，あとで若千補足していただくことに
いたしまして，次に，寺本先生にお願いします。
IV レポート 3 寺本義也氏
私は先ほどご紹介いただきましたように，経営学，特に組織の問題を勉強
しておりますので，きょうは情報革命と組織の問題に焦点を絞ってお話をし
たいと思うんです。
我々いわば社会科学の一部をほじくっておるわけですけれども，社会科学
というのはよく言われるように，自分の言ったことが自分にはね返ってくる
といいますか，自己言及性というようなことが言われます。有名な話にクレ
ク人の哲学者が，“クレタ人は嘘をつかない”ということを言ったときに，
これが嘘であるか本当であるかというのは非常に難しいジレンマの問題にな
るわけです。そういう意味で，情報革命というのは技術のある種のイノベー
ションをベースにして話ができあがっているわけですけれども，どうもいろ
いろ考えてみますと，人間の喜怒哀楽というような部分，いわば人間の社会
生活に係わる基盤になっているものというのは，実はあまり大きく変化しな
いという感じがするわけです。
そこが，しかし，重要なところでありまして，人間の喜怒哀楽とか，そう
いうものをベースにした議論をどう組み立てるかという，先ほど村上先生の
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言葉で言えば，生きているというようなことになろうかと思うんです。これ
も有名な話で，皆さんご存じだと思いますが，古代エジプトの石を解読した
ら，どういうことが書いてあったかというので，いろいろ調べてみました
ら，結局，「近頃の若い者はどうもよくわからん， ぶらぶらして遊んでばか
りいる」というようなことが書いてあったそうです。いまから3000年ぐらい
前です。最近は新人類ブームということですけれども，私が最初に申し上げ
たいボイントの一つは，個人にしろ，組織にしろ，要するに社会を構成して
いるそれぞれの対象について，どういうふうに理解し，解釈するかという，
ある種の解釈システムといいますか，そういうものを通して我々はものを見
ているということですね。これが要するに，先ほど言いました人間の喜怒哀
楽の問題に係わるわけです。我々はやはりそういうベーシックな解釈システ
ムをそれぞれ作り上げながら，組織を作り，あるいは人間として生きていく
ということになるわけであります。その解釈システムという観点からいきま
すと，実は西洋の諺の“百聞は一見にしかず”というのがありますね。あれ
は中学のときに英語で習うのですが，シーイング・イズ・ビリービングとい
います。しかし，どうも硯実は逆ではないかと思うんですね。つまり，ビリ
ービング・イズ・シーイング。我々は物事を見たいように見ているわけです。
硯実をありのままに見るということをよく言います。例えば，そういうこと
を言う美術の先生もいなくなったかと思うんですが，写生なんていうと，文
字どおり生きているように描きなさいというようなことを言うわけです。だ
けど，物事をありのままに見たままに描きなさいという場合に，その見たま
まという「見る」というところが，実はそれぞれの解釈システムによって遣
いがあるわけです。これは当然なわけです。これが人間が複数集まって成り
立っております組織ということになると，ますますその解釈ジステムのある
意味での独自性といいますか，そういうものが出てくるわけです。
情報革命で各種の情報が非常にスピーディーに我々の手に入る，これは事
実でありますけれども，問題はそれを仮にインフォメーションという呼び方
をすれば，そのインフォメーションの意味をどう見つけ出すか，あるいは意
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味を作り出すか，意味を付け加えるか，意味形成とか意味付与とか意味解釈
とか，そういう観点からみると，実は組織によってかなり遣うわけですね。
そこが面白いところなわけです。
例えば，旧日本軍の参謀組織ですが，これはその当時としては，かなりの
エリートを集めた集団であったわけです。それがどうして日米開戦というよ
うなことについて，当時としては前向きの姿勢で臨んだのかということは，
我々歴史を後追いで見るものについては非常に疑問があるわけです。旧参謀
本部におられた方の話を何回か聞く機会があって，そういう話を聞いたわけ
です。そうしましたら，先ほど言いました解釈システムの問題が出てきたわ
けです。どういうことかといいますと，一つは，旧陸軍の参謀本部の部員の
人たち，つまり少なくとも日米開戦に至る 4, 5年あるいは5, 6年前から
の話でいきますと，大体，若いころに士官学校を出まして，しばらくすると
海外留学をするわけです。ほとんどの人が当時のロシア，中国というような
ところへの留学組が多くて，開戦当時の参謀本部の部員の中にはアメリカ留
学経験者が1人しかいなかったという事実があるわけです。
その中で，アメリカの国力その他について，かなり綿密な分析をやったわ
けですね。それについてどういう参謀本部としての組織のジャッジをやった
のかということでありますけれども，情報を収集して解析するグループがあ
るわけです。ここで様々なアメリカとかあるいはヨーロッパの戦力について
のいろんな分析をやる。それからいろんな情報が入ってくる。そういうもの
が結局のところ，作戦を立てる第一部のほうにうまく伝わらない。なぜ伝わ
らないかというと，第一部の出身者は，戦後はっきり分かってきたのですけ
れども，主として陸軍でいいますと，陸軍幼年学校，士官学校， 陸軍大学
と，いわば超主流を歩いた人たちを中心にして，原則として第一部は陸軍幼
年学校出身者であることという，ある種の内規があったわけです。陸軍幼年
学校では英語というのをある時期から語学としてやらなくなってきた，した
がって，海外の情報とか，海外を見る眼というのが，あるいはドイツであっ
たり，あるいは中国であったり，あるいはロシアであったり，そういうとこ
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ろを通してものを見る。一方，情報を扱う部門のほうはどうであったかとい
うと，これは旧制中学から士官学校へ入った人たちが主流を占めるわけで
す。この人たちは旧制中学の5年間の間に英語力を含めて欧米の事情につい
て，かなりいろんなことを知識として持っている。それから海外へ留学する
場合でも，欧米を中心にして留学をする。その人たちが帰ってきて情報を担
当する。
ところが，いま申し上げましたような，組織的にある意味での擦れ遮いと
いう形の中で第一部の作戦を立てるほうは，独自に情報Iレートをつくって，
独自に情報を集めて，世界を見ていく。そういうことがあったわけです。そ
ういう意味で，解釈システムというものが実は非常に重要なのです。ですか
ら，ここのところをどうするかということをきちんとしておきませんと，そ
の情報革命という形でいろいろ世の中が便利になり，情報が手に入りますと
いっても，いわばインフォメーションじゃなくてインテリジェンスの仕組み
をどうするのかというところが，非常に重要なわけですね。
我々は例えば，ある硯象について三つの原因がありますというようなこと
をよく言うのです。なぜ，これが三つかというと，原因を六つ以上上げます
と，人間が情報処理ができなくなるのですね。ですから，大体，三つぐらい
上げる。世の中で何かを流行らせようと思ったら，三つぐらいの原則でまと
めあげないとおよそだめなんですね。原則が13もありますというのじゃ，大
抵，まずそこでギプアップされちゃうわけです。
じゃあ，なぜ本当は三つなのかどうかということについては確証はないわ
けです。最近の組織論の本を見てますと，かなり居直っておりまして，社会
科学というのは，ある種のレトリックだ，だから，どういう意味世界を作り
上げるか，それがどの程度，人に対して，ある種の美的な意味での説得力を
持ちうるかどうかというところにかかってくるのだというような話があるわ
けです。それは少し余談ですけれども，要するに，そういう意味で我々はイ
ンテリジェンスという機能を組織的にも，個人としても持ちうるかというと
ころが実は大変重要だということですね。
(847)105 
例えば，個別の会社の話ですが，花王石鹸，いまは花王というのですが。
この会社は非常にインテリジェンス機能が発達している会社であります。タ
方の5時過ぎに電話をしますと，交換業務は終わっているわけですね。そう
すると，留守番電話で，きょうの業務は終わりました。明日は 9時からです
から，又，おかけ下さいというようなメッセージがあるか，あるいは回り回
って，どこか居残っている人のところにつながるにはつながるけれども，電
話を取ると全然今度は意味が通じない。その課の人はいるかいないかわかり
ませんという話になっちゃうわけです。．又，会社によっては守衛さんのとこ
ろに，ある時間過ぎると電話が集まる。だけど大体守衛さんのほうは仕事の
ことはわかりませんから，そこの課の人は全部帰っておりません，明日 9時
からですというわけで，ほとんど留守番電話と同じぐらいの機能になる。多
少，人間が受け答えするというだけのことです。ところが，花王という会社
は，夜の8時， 9時過ぎてかけますと，守衛さんのところへかかるわけで
す。守衛さんがご用件を承りますということで全部メモを取るのですね。そ
してどうなるのかというと，交換業務が終わった後，あるいは社員が帰った
後でかかってきた電話については全部部課別に仕分けをして，翌日朝一番に
配って歩くわけです。守衛さんというのは，いまはどこの会社でもほとんど
そうですが，いわゆる社員じゃないわけで，ガードマンの会社から派遣され
ているわけですね。そういうような人たちまでが非常に情報に対して高感度
に対応する。例えば，「お宅のシャンプーを赤ちゃんが飲んじゃったけどど
うしたらいいか」というような問い合わせがあるわけです。こういうような
電話については，転送電話というやつで消費者相談センクーの職員の自宅に
転送されるようになっているのです。 24時間対応できるわけです。そうする
と，そういう消費者相談センクーの窓口の人は休みがなくなっちゃうという
話になるのですが，これは2,30人いますから，月に1回ぐらいの割りで，
そういうようなことに当たる。情報に対して高感度である，つまり，極めて
ィンテリジェントであるという組織の場合，どういうことが起こるかという
と，消費者からいろんなインフォメーションが持ち込まれるわけですね。い
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ろんな相談がある，いろんな情報がある。そこから例えば新しい商品開発の
ヒントが出てくるとか，あるいは全く別のメーカーで作った商品についての
クレームが入ってくるというようなことがある。そうすると，競合メーカ•一
の商品についての特徴とか，あるいはウィークボイントなんていうことが分
かる。ですから，情報化社会とか情報革命とかいいますが，情報というのは
本質的には集めるものじゃなくて集まるという性格のものなのです。
それはなぜかと言うと，その情報のいわば一番底のところにあるのが，こ
れはどこまで行っても人間と人間との関係をベースにしたものの間でのやり
とりということがやはり基盤になっているわけです。そういうことである以
上，沢山いろんな人が遊びに来る家庭というのがありますけれども，それと
同じような意味で，情報というのはまさに集まってくる。先ほど唐津先生が
言われたように，情報革命というのは，まさに情報をいかに安くするか，極
論すれば情報化社会というのは情報がただにならなければいけない。ソフト
ウェアの価値が高いとか何とかと言っている間は，情報というのはなかなか
普及しない，共有化されない。そういうことをまず我々は考えてみる必要が
あると思うんです。
それから，二番目に申し上げたいことは，現実に情報技術が発達して，特
に企業経営の場で，情報通信ネットワークというようなものができる。そう
すると，ある意味で縦の系列化ということが再び強まる傾向があるわけです
ね。例えば，コンビニエンスストアがあります。これはまさに情報ネットワ
ークの塊のような店ですね。これを除外しては成り立たないビジネスなわけ
です。 POSというシステムがあります。つまり，販売時点で情報を取って
しまう，どういう商品が売れているかということをまさに時々刻々のベース
で解析をして一番売れ筋のものをいかに限られた店舗の中に並べるか， 大
休，平均の商品数が3000点ぐらいしか入らないわけですから，売れない死筋
商品をいかに落としていくか，それの競争になるわけですね。ですから，そ
ういう情報通信ネットワークを利用して全国各地の情報を本部で集めて解析
をして，その各店舗に対して提供していく。それだけではなくて，いろんな
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経営のマニュアル等も全部本部で開発して提供する。そういう意味での情報
格差というのは本部と店舗でいきますと圧倒的に本部のほうが強くなるわけ
です。
それじゃあ，最後はやめればいいじゃないかという話になるのですが，こ
れがどんどんそういう店舗が増えてきますと， 1店ぐらいがやめると言って
も本部のほうはあまりこたえないという状況になってくるわけです。ますま
す力の差が出てくるわけです。最近，こういう縦のネットワーク化が従来あ
った伝統的なネットワーク化とせめぎ合いを始めているわけです。
具体的にいいますと，商店街とそれからチェーンストアクイプの店との間
にある種のコンフリクトが起こっているのです。例えば，商店街のほうは，
いま秋ですから，秋の大売出しをやりたいとか何かそういう企画を立てるの
ですが，チェーンに入っているコンビニエンストアのほうは，いや，うちは
秋の売出しはこれこれで決まっている。それから，いろんな福引券なんかを
出すわけですが，ああいうものも，いや，それは全部本部でやっているか
ら，うちはそういうものには入らないというようなことが，随所に起こって
いるわけです。つまり，商店街という横型のネットワークとコンビニエンス
ストアというような縦型のネットワークがいまいろんなところでコンフリク
トを起こしている。こういう縦型のネットワーク化と横型のネットワーク化
＇というのはいろんな分野でコンフリクトを起こしつつあるわけです。両方が
まず存在しているということを現実として，まず駆める必要があると思うん
です。その結果，今後そういうことがどうなるであろうかということですけ
れども，結局，商店街も従来のように，秋だから秋祭り，それで福引券を出
すというようなレベルで発想をしておったんでは，縦の情報ネットワーク化
にとても対抗できない。対抗できなければ経済原則ですから，これはやがて
は淘汰されるということになるわけですね。
そこで，横のネットワーク型からのイノベーションといいますか，ある種
の新しい意味の創像というものが，どうやって可能になるのか，そういうこ
とが非常に重要なんですね。世の中というのはそういう意味では相矛盾する
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二つのものの，いわばある種のコンフリクトの中から，あるいはそのイノペ
ーションのせめぎ合いの中から新しい意味が生まれてくるのです。ですか
ら，そういう縦の情報化と横の情報化あるいは縦のネットワーク化と横のネ
ットワーク化というものにしばらくの間注目をしていく必要があるだろうと
いうふうに思うわけです。
あえて言えば，そういう縦と横のネットワーク化のコンフリクトとか，パ
ワー争いが現実にある，それが，新しいビジネスチャンスにつながる可能性
があるわけだし，そういうある種のカオスといいますか，混沌があるという
こと自体が，ある種の面白さというと当事者にとってみれば死活問題になる
わけですけれども，それ自休がチャレンジングな面白さであるというところ
に現実世界の非常に面白いところだろうと思うんですね。社会科学というの
は少なくともそういう部分をどういうふうに，さらに切り取っていくかとい
うことが一つの課題だろうというふうに思うわけです。
、三つ目に私が申し上げたいのは，そういう情報革命が進展する中で，組織
なり企業なり，あるいは個々の商店なり，少なくともビジネスを展開してい
る人々が，どういう戦略を構想しうるかが非常に重要になってくるわけで
す。従来は，戦略というような明確なコンセプトや考え方は必ずしもなくて
もやってこれた，ある意味では非常にハッピーな状況があったわけです。け
れども，硯在のように縦の情報化と横の情報化がせめぎあっているという状
況の中では，縦と横をどうつなげて，どういう新しいビジネスのチャンスを
つくるのか，どういう新しいビジネスをつくり上げていくかということ自休
が大変重要になるだろうと思うんです。
そういう意味でますますいろんな情報が氾濫するわけです。実は個人的な
話で恐縮ですけれども， 9月の1日に私のところの中学3年生の息子が突然
きょうは学校へ行かないと言いだしたのです。 9月1日というのは新学期が
始まるときですし，中学3年ということは来年高校を受験しなくちゃいけな
いときですから大変慌てまして，そのとき頭に浮かぶのは登校拒否とか，ラ
ジオ等でやっている教育相談の話とか，私も教育に携わっているわけですか
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ら，これは参ったなあと思ったんです。つまり，我々というのは情報過多社
会にいるわけですね。学校に行かないというとすぐ登校拒否というような話
になって，それにどう対応すべきか，まず，ありのままに受け入れればいい
とか，いるんな話がきちゃうわけです。 （笑）不幸なことに家内も午前中，
掃除が終わった後，ラジオをかけると教育相談をやっていて，いろいろ聞い
ているわけです。耳学問といいますか，そういうのが盛んですから，しきり
にいろいろ難しいことを考えちゃうのですね。ちょっと待てとか，いろんな
ことを言いながら，やったわけです。結局，その日は行かなかったのです
が，夕方になって，これではしようがないからちょっと聞いてみよう，どう
して行かないのだとよくよく聞いてみたら，要するに1日ということは宿題
を持って行く日なんですね。墨絵か何かの宿題をやってない。これはかなり
時間がかかる，きょうは持って行かない。いろいろ話をしたんですが，子供
のほうが硯実的でして，宿題を持って行かなくても学校へ明日は行く。どう
したんだと聞いたら，宿題をやるにはどうやっても 4, 5日かかるというの
ですね。宿題を持って行かなくて先生に叱られると 1時間立っていればい
い。 4, 5日かかってやるよりも 1時間立っていたほうが楽だというような
ことを言って，翌日は出かけたわけです。つまり，我々は，情報革命と言わ
れる中で，いわばいろんなものの見方というものを過剰気味に供給されてい
るわけです。だから，ある硯象が起こると，いろんな解釈システムをあては
めてみる。それで，いたずらに不安になる。あるいはそこから行動を起こし
ますから，．実は解釈システムが現実をつくるわけですねc新人類というよう
なことをいいますと，全部がそう見えてくるのです。そういう枠組で見ます
と，なるほどというやつです。
血液型もそうですね。血液型というのは4種類しかないから，単純で面白
いんで普及するわけですね。血液型が25種類ぐらいあると，まず普及しない
わけです。そういう眼で見ると， A型というのはどうだとかいうと，何とな
くそう見えるんですね。千支は12ありますから多少説得力に欠けるのです
が，干支もあれでみると何となく，そう言えばそういうような性格があるな
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あとなるわけです。しかし，考えてみると，一つの干支というのは日本中で
約1,000万人いるわけです。その人が同じ性格を持っているわけがなしヽので
して，それはどうも逮うということになるのですが，我々はどうしても解釈
システムでものを見る。だから，解釈システムがリアリティーをつくっちゃ
うという部分があるわけです。それはある意味で事実といいますか，あるい
はそういう見方自体が先ほどのクレタ人の話じゃないのですが，それ自休が
ある種の解釈システムかもしれないわけですね。
だけど，いずれにしても我々はそれを通してものを見るということがある
とすれば，そういう解釈システムというものを我々はこれからどうやって我
々なりにつくり上げていくか。どうも日本の社会は，いろんな解釈システム
が競合しているようでいて，知らない間に非常に支配的な解釈システムとい
うのができあがる。そうすると，いろんな困ったことが起こってくるという
わけです。
じゃあ，我々はそういう解釈システムをどうやったら破捩できるか，創造
的に破壊できて，次のものをつくり上げることができるかということです
が，これは歴史学者の方が指摘されているように，我々の社会に非常に素晴
らしいものがあるわけですね。何かというと，仏教用語でいうところの無緑
というやつですね。道端によく無緑仏というのがありますが，無緑というこ
となんです。つまり，一旦我々は既存のしがらみとか，いろいろな係わり合
ぃ，そういうものを一旦捨ててみる。一旦捨ててみることによってはじめて
新しい解釈システムなり，新しい係わり合いというのを受け入れることがで
きるわけです。我々は既存のものを持ったままで次の世界に移るということ
は不可能なわけです。そういう意味で一且捨ててみる，そのためには無緑に
なってみるということです。
東京のある大きな会社の社長で，どうもいままでの経営の方向づけだけで
はやっていかれない，新しいある種の経営のイノペーションが必要だという
ことを痛感しますと，自分の葬式を出してしまうという社長がいるのです。
組織というものが無緑になるのは人が代わるということで無緑になりうるの
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ですが，オーナー社長の場合にはなかなかそうはいかないわけです。という
ことになると，自分で葬式を出しまして，それ以降会った人ごとに先代の社
長が大変お世話になりました（笑）なんてことを言って歩くわけです。現
在，その社長は既に三代目になっているわけです。これは意識的に過去のい
ろんなしがらみとか，係わり合いを絶ってみる。そこの絶つというものの最
大のものは過去の自分といいますか，そういうものとのしがらみをどう絶っ
かというようなことが非常に重要だろうと思います。そういうことがありま
せんと，新しい変化の中で，どういうように創造的に生きるかというような
ことがなかなか見つかってこないというふうに思うわけです。
そういう意味で，我々は情報革命とか，そういう新しい現象が出てきたと
きに，それをどう理解するかという以前に，我々が持っている解釈システム
そのものをもう一度再検討する。そういうことがないとなかなか本当のとこ
ろが見えてこないだろうと思うんです。新しい戦略をつくるということは新
しい意味をつくるということです。そういう点で非常に重要なことは，いか
にして物事の根っこまで迫るか， ラジカルというのはそういう意味なわけで
すね。物事の根っこのところまでどうやって迫るか。本当の目的というのは
一体何かということまで突き詰めてみる。そういう徹底した原点をとらえ直
すということが戦略とか情報をつくり上げる上で非常に重要だろうと思うん
です。
それから，もう一つは，一つの情報をいかに異質な複数な眼でもって見て
みるかということだろうと思います。東京の西武セゾングループというのが
ありますが，ここでは一つの情報が入ってきますと，それをグループに加盟
しているいろんな会社が，それぞれの会社の独自の解釈システムで解釈し
て，その解釈をクりレープ内で環流させている。そういうことによって情報の
新しいとらえ方とか，新しい意味というのが，そこからつく上げられるわけ
です。ですから，情報の意味というのは，そこにあるというのではなくて，
それをどうつくり上げるかというところに係わってくるというふうに思うわ
けです。
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そういう意味で，先ほど言いましたように，いかに無緑になるか。我々が
組織から無緑になる最大の方法は，最後は引退をするということになりま
す。ところが，経営者になりますと自分で自ら引退をしようということがな
かなか難しいわけです。ホンダの創業者の本田さんは62歳のときに引退をさ
れたわけですけれども，そのときに回りが創業者でもあるし，健全な判断力
もあるし，体力も旺盛だし，まだまだやれるじゃないですかと言ったそうで
すけれども，判断力があるから辞めるのだ，つまり辞めるという判断がつか
なくなったにもかかわらず辞めないでいるということが一番困るのだ，だか
ら判断力があるうちに辞めるのだということを言われたそうです。そういう
意味で我々ができる最大の貢献は組織から引退をする，あるいは組織から無
緑になることであり，最後に我々に残されている最大の貢献は．この世の中
から無緑になるということがあるわけでして，世の中は大変よくできている
というふうに思うわけです。
簡単ですが，私の話を終わります。（拍手）
V サマリー
中辻 どうもありがとうございました。一応，最初のスピーチを終わった
わけでございますけれども，これから，三先生に若干補足も含めてお話をし
ていただこうと思います。
村上先生は主として歴史的な話からサイエンス的に情報の第三の鍵の概念
というものについて，若干の留保が必要であるということから，途中で情報
とは意味であるとか，あるいは情報と意味とは無関係であるというような非
常に際立った言葉を使われて，人間が，生物が生きていくといううえにおい
て情報がその中に入っていくというその意味の理解なくしては説明できるか
どうかという形で非常に自然科学の問題として，私などちょっと理解しにく
いような非常に難しい問題を提起されたということで，その点について若千
補足もしていただきたいと思いますし，又，他の先生方の発表についてのそ
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れぞれの先生方の立場からのご意見もまた聞かせていただきたいと思いま
す。
唐津先生については，いわゆるテクノロジーというご専門の立場から情報
というものをどう理解したらよいかということで，しかし，その情報の理解
でも私などが常に言ってますように，情報そのものに価値がないのだ，情報
を受け止めたことによって，どのように変化するか，極めて主体的なもので
あるという言い方をされたのは私も同意見であります。それから情報技術を
どのように進歩させていくか，どのように進歩しつつあるかということにつ
いては，現実の非常に具体的な科学の問題という形で，自然科学的な発展の
傾向をご説明いただきましたが，最後に，そういうものが今後21世紀に向か
って，日本とアメリカ， ヨーロッパとの比較においてどうなっていくかとい
うことについては，ちょっと時間の不足というか，十分お聞きできなかった
ので，そのお話を伺いたいという具合に私は思っております。
寺本先生については，一つはいわゆる解釈システムという問題ですね。こ
れを非常に強調されて，「失敗の本質」等の本でも書いておられる， いわゆ
る第二次大戦中の日本軍のいろいろの話を含めて解釈システムという問題を
示され，そしてその次にはいわゆるネットワークの問題，我々経営学の分野
として一番喧しく言われていますネットワークというものをキーワードとし
て縦の系列と横の系列のいわゆるネットワークのコンフリクト，カオスとい
う問題から果たしてイノベーションが可能かどうか，そこに新しいビジネス
チャンスがあるかどうかというような問題を提起され，それに対してどのよ
縦と横とをどうな戦略を構築しうるか， のように繋いでいくかということで
無緑という話，しがらみを一旦捨ててみる，原点をとらえ直す，さらに一つ
の情報を異質の眼で見てみるというような話をされた無緑という話を強調さ
れたんですが，しがらみを一旦捨ててみる，確かにそうだと思うんですけれ
ども，それだけで果たして具体的にビジネスチャンスがどのように出てくる
のかというようなことでちょっと感じた点もあるわけです。一応私の下手な
まとめは別といたしまして，それぞれ三先生に5分から 7分ぐらい補足説明
114(856) 第 31巻第 6 号
を兼ねて，もうワンラウンドやっていただいて，その後でフロアーから質問
をいただきたいと思いますのでよろしくお願いします。
村上 私がお話ししましたことで補足せよという司会の先生のお話でござ
いますので，一言だけ申し上げますが，意味の世界というのは，かなり私は
広く取っておりまして，言ってみれば，物質とエネルギー以外に生きていく
存在が作用をそれによって受ける，何らかの形で影響を受け，そこから別の
何ものかを生み出していくある種の変換素子というものとして生きている存
在があるときに，その生きている存在の変換素子であるところの生きている
存在の変換のパラメーターとして情報というのがあるだろう。それは意味と
して理解する以外にはないのではないかというのが私が意味という言葉を使
った理由でございます。
そして，こういう点から考える限り，従来の自然科学の用語集の中には，
そういうものをつかまえようとするボキャプラリーはないのではないか。あ
りうるとすれば，それは例えばシステムだとか，あるいはいま寺本先生のお
話にもありました解釈休系であるとか，あるいはそれがバラダイムと呼ばれ
たり，いろんな言葉づかいで呼ばれているような，システム論の中でもまだ
はっきりとつかまれていない何ものかであろう。それを物質エネルギーと同
じように，この世界を動かていく一つの作用力としての情報をとらえるため
の理論的構築はまだ終わっていないということが申し上げたかったわけであ
ります。
そして，それは従来の自然科学が目指して動いてきたその行く手にあるわ
けではないのではないか，そこにはやはりギャップがあるということが，第
二の点であります。
そして；そのギャップを埋めるために，これからの時代が使われるのでは
ないかという予想が館三の点であったわけであります。
したがって，当然のことながら，私はこれからの新しいサイエンスという
のは，従来のサイエンスをいわばサプシステムとして組み込むような，しか
し，それだけで十分であるとは言えないような，したがって，それをより包
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括的に自らの中に取り込みながら，しかも，いま申し上げたような意味での
意味の問題を取り扱うことのできる知識体系というものを我々は組み上げな
ければならないのではないか。つまり，それは何を意味しているかという
と，ようやくのことで成立した科学が再び先ほどの寺本先生の言葉を使え
ば，自己破壊を起こすのでしょうか，あるいは自分を否定して新しい境位に
移るのでしょうか，全然無緑になる必要はないと思うんですが，しかし，新
しい境位を作り出さなければならない，そういう時代がまさに我々が迎えよ
うとしている時代ではないのだろうかというふうに思います。
それから，そのことと閲連してしばしばこういう情報化社会が人間疎外と
いうような問題と結びつくのではないかということが言われるわけでありま
す。唐津先生のお話は，光のほうに非常に光が当たっておりまして，疎外と
いうような言い方は，あまりおっしゃらなかっわけですけれれども，私は一
つの側面はやっばり人間というのは，かなり適応能力を持っている。これは
よかれ悪しかれそうなのであります。ということは，つまり寺本先生が最後
におっしゃった完全に無緑になるかどうかはともかくとして，人間というの
は一面では非常に連続性を持って不変的な生き方の根本をしているわけで，
したがって原点というのはあるのかもしれませんが，一面で言えば，非常に
変わりやすい存在であるといわざるを得ない。これは幸か不幸かでありま
す。つまり，そこにはゼネレーションギャップも当然生ずるでありましょう
し，例えば，私の親しい方がテレビジョンで，あるとき，医療介助ロボット
の話をなさいました。お年寄あるいは寝たきりの方をお風呂に入れるための
ロボットの開発なんかをしている方なんですが，その方がテレビジョンで話
されたら，関西の方だそうですが，偉いお寺さんのお坊さんが非常に激しい
怒りの電話をNHKにかけていらっしゃったのです。要するに，医療という
もっとも人間と人間が接し合わなければならないような場面に機械を導入す
るとは何ごとであるか，これこそ人間性無視の最たるものであって，そんな
ことをやっているおまえは悪魔の弟子であるというようなご批判があったそ
うであります。しかし，私は必ずしもそうは思わない。私はどちらかという
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と通常の意味での人間性というものに眼を向けようというほうでありますけ
れども，しかし，人間性というのはいいものばかりとは限らないわけであり
まして，人間だから悪いということもあるわけですね。実際に例えば，ある
種の施設へまいりますと，付添いの方がお食事をさせるのに，時間も足りな
いのでしょうけれども，とにかく一箸ずつ口に運ぶのは面倒くさいというわ
けで，出できたおかずを全部ご飯の中に叩き込んでぐしゃぐしゃにして匙で
無理やり食べさせる。これはまだいいほうでありまして，下の失敗をすると
つねったり，叩いたり，意地悪をする。それを上司に訴えると，なおさら酷
い意地悪が戻ってくるので訴えられない。お風呂へ入れるときでも，わざと
痛くしたりする。もっと甚だしきは枕探しをして貯金通帳の金額が少しずつ
減るというようなことさえ人間がやっているわけでありますから，それに比
べれば，先ほどの話のロポットのほうがはるかにましというのは確かに一面
の真理であります。
国鉄などでは，私たちが間遮って他の窓口に行ったときに，最近はどうか
知りませんが，とにかくけんもほろろにあしらわれる。それよりは券売機の
ほうがましだということもありうるわけです。つまり人間性というものを一
方において美しいもの，尊重すべきもの，立派なものというふうにだけ人間
性を考えるというのは多分間遮いであって，そしてそういうところをいわば
人間性の持つ非人間性を機械がいわばそういう意味で補完してくれれば，そ
れはそれにこしたことはないということもいえましょうし，さらに言えば，
こういう情報化社会の中で，先ほど寺本先生は，最終的には意味を創造する
のは人間と人間と間である，「人間」という言葉にインプリケーションを込
められたと思うんですが，人と人の間であるとおっしゃったんですが，しか
し，我々同時に現在では人と機械の間，つまりマンツーマンではなくてマン
ツーマシンの間で情報の創造や情報の意味の創造や意味の新しい解釈休系を
つくりあげているところがあるわけですね。そして，それは必ずしも人間性
に反するかどうかということについては，これまた，一面的な議論は避ける
べきではないかと思います。
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私はあるとき，非常にショックだったんですが，やっぱり私にもゼネレー
ションギャップを感じることがありました。つまり，ある学生が友だちと将
棋を指すのは嫌だと言うのです。というのは，人間と将棋を指して勝ったり
負けたりとすると，自分の心理的ないろいろな葛藤がある。だけども，ロボ
ット，つまりゲームマシーンと打っていると，負けても侮しくないし，何度
でもやってだんだんこっちが上達するから，六畳の下宿ー間でゲームマシー
ンと将棋を指すのが一番楽しいのだと言っている学生に出会って，私ある意
味で非常にショックを受けたのですが，しかし，これはショックを受けるほ
うが明らかに消えていくべき存在なのかもしれない。確かに，そういうゼネ
レーションが消えていけば，それがショックだとは全く受け取らないで，ま
さにそれが人間だと思う人間が出てくるかもしれない。それは私にとっては
残念ですけれども，やっぱり消えていく人間にとっては，それは残念と言っ
ているだけでいいのかもしれません。
それにもかかわらず［私は一言だけ最後にそういう意味で確かに人間は非
常に適応力を持っているし，新しい人間になりうるし，新しい解釈休験を持
ちうるし，新しい社会に適応していけるでしょう。その中で，しかし，常に
生きるということにおいて意味を問い続ける人間が一体何をもってよしとす
るのかということについての問いはやはり問い続けなければいけない。硯代
がその意味でやはりジョージ・オーウェルの描いた社会に至る危険を持って
いないとは言えないという言葉で締め括らせていただこうと思います。（拍
手）
中辻 ありがとうございました。それでは唐津先生，お願いします。
麿津 私は二つのことを申し上げたい。まず第ーは先ほど時間がなくな・つ
たのですけれども，これからどうするという話です。
もう一つは，先ほどから，どういうふうに理解するかという話が出ました
ので，これについての私の考え方を申し上げたいと思います。
これから，どうするの中で，我々は日本という国に住んでいるわけですけ
れども，いろんなことがはっきり分かっていることがあります。例えば，ょ
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く言われます年寄が増える。これは単なる年寄が増えるということよりも，
もっと大きなインパクトがあります。それはご承知のように，いまどこの会
社でも，官庁でも組織というのはピラミッドになってますね。これは考えて
みますと，人口年齢分布が三角形だったからできたんです。つまり，若い方
が沢山いて年寄が少ない，だからこそ維持できたわけですね。ところが，こ
れがいまシリンダー状になってきているわけです。もう少し経ちますと，コ
カコーラの堰みたいに下のほうが減ってくるわけです。その時一休この三角
形の組織が維持できるかどうか，私は不可能だと思います。そのときどうす
るか，これが硯在の日本の一番大きな課題だと思うんです。私は自分がやっ
ているから手前みそで言うのじゃないのですけれども，これをサボートする
一つは先ほど申し上げた人工知能だと思うんです。
ところが，もう一つ重要なことを申し上げたいのです。それは皆さんはあ
まりご存じないかもしれませんが，いま飛行機屋さんの間で，アクティブコ
ントロールとかCCVと呼ばれる飛行機が出来つつある。これは，どういう
ものかと言いますと，いままでの飛行機というのは，ご承知のように伝統的
に前のほうに大きな羽根がありました，後ろに大きな尻尾がありますね。あ
れは何のためかというと，ああいう形をしていることで安定に飛べるからな
んです。だから，ヘボが軽飛行機を操縦したとき傾いたら全部手を離すので
す，すると真直ぐ飛ぶのです。なまじっか人間がいじると飛行機は傾いちゃ
う。それぐらい，いまの飛行機というのは形で安定になっているのですね。
ところが，最近はコンピュークでもって飛行機の安定度を完全に維持でき
るようになりました。そうすると，あんな大きな尻尾はいらないわけです
ね。うんと尻尾を小さくしてよろしい。それから主翼の形であんな形をして
いる必要はないわけです。安定度を全部コンピュークがやってくれるわけで
す。そうすると，飛ぶのに一番都合のいい形の飛行機というのは出てくるわ
けですね。これはもう尻尾も小さいですし，主翼の形も変わりますから空気
抵抗は減るわ，目方は減るわ，大休燃料消費量で 2割以上減るだろうと言わ
れているのです。これがCCVというのです。ところがこの飛行機はコンピ
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ュークが止まったら必ず落っこちゃいます。日本でも試作機ができまして，
この間三菱重工で飛ばしましたけれども，この飛行機で注目しなければなら
ないのは，本質的に不安定な飛行機ですね。安定度が悪い，だから，いまま
での飛行機じゃ飛べない飛行ができるわけです。というのは，昔，日本に零
戦という有名な戦闘機がありましたけれども，あれは非常に不安定な飛行機
だったんです。だから，舵をちょっと引っ張るとビューッと曲がるわけです
ね。安定度のいい飛行機というのは少々舵を引っ張ったって曲がらないとい
うことなんです。機動力がべら棒にいい飛行機ができます。
この考え方をいろんなものに持ち込み始めたわけです。例えば，いま国鉄
が在来線に160キロで走る列車を計画しているのです。今年から金が付いた。
在来線というのはせいぜい110キロですよね，カープを曲がると危ないから。
ところが，列車の形を変えまして台車の上に箱を載せましてローラーで自由
自在に傾けるようにできるのです。非常に不安定なんですけれども，そのか
わり160キロで走ってもひっくり返らないわけです。機械設計が全部変わる
わけです。
この考え方を会社の組織に持ち込むことができるはずなんです。というの
は，いまのピラミッド組織というのは，言ってみれば安定な組織です。それ
を無視しまして，不安定でよろしい，その替わりいま申し上げたようにコン
ピュークとか，そういうもので安定度を保つという組織にしますと，機動力
がべら棒に出てくるわけです。
私はやがて会社の組織というのはそういうふうに変わるんじゃないかと思
う。ところが，その過程において，その切り替えがありますね。その間にソ
フトランディングをやるという考え方を私は持っているのです。幸いなこと
に年寄は早く死にます。若い人がどんどん出てきております。ですから，私
は中高年対策も大事ですけれども，むしろ若い方々をどういうふうに，そぅ
いった新しいシステムに組み込むかということのほうがもっともっと重要だ
と思うんです。幸いなことにファミコンが普及いたしました。先ほど申し上
げましたように，いまの子供さんというのは，テレビゲームをやらないとい
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ったら異端者ですわ。あれは私は非常に素晴らしいことだと思うんです。も
う子供のときから慣れているわけですね。私の子供の時代はラジオとか模型
飛行機を作った時代でした。ところが，いまは自分でパソコンをいじる時代
なんです。だから，その準備がどんどん出来ている。そのギャップをどうす
るか，必ず超えるにはバックラッシュというのがありますから，これをいま
から準備しなければならない，これが一つの課題。
もう一つは，いろんなことを理解するという話が出ました。実は一つのノ
ーベル賞を注目していただきたい。これはコンピュークトモグラフィーとい
う研究にノーペル賞が出た。どういうのかと言いますと，人間の頭をX線で
切りまして，これをコンピューークで処理しますと，脳の断面図が出てくる
わけですね。これをコンビュータトモグラフィーというのです。これにノー
ペル賞が出たのです。私はそのときにハッと思ったんですね。これは単なる
技術上の研究ですよね，元々ノーベル賞というのは基礎科学に出す賞なんで
す。なんであんなものに出たかと思ったら，こういうことなんですね。 X線
で脳を幾ら探りましてもお医者さんが見ても分からないわけです。 ところ
が，脳の断面図という形に変えますとパッと分かるわけですよ。だから，物
事を見て理解する能力というのは人間は素晴らしい能力を持っているわけで
すね。だから，人間が理解できるところまでコンピュークを使う。後の読み
というのは人間がやる。その橋渡しをしたというのでノーベル賞をもらった
わけです。
この研究の後，人間ができることと，コンピュークができることとの仕分
けがはっきりしまして，最近ではご存じかもしれませんが，先に人工衛星を
回しているといいましたね。私，去年アメリカに行ってぴっくりしたのです
が，衛星から地面の中に埋まっている石油が分かるんです。本当は地面の中
に埋まっているのだから分かるはずはないですわね，ところが，石油の埋ま
っているところでは地表に特別なラジアクテプティーのある物質が出やすい
のですね。そういうものを上から探していきまして，そういうところには石
油があるのだろうーということをコンピュークで計算して地図の上に赤く出て
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いるのです。ここが石油がある可能性のあるところだというわけです。その
場合，コンピュークはただ赤く出すだけです。コンピュークは石油があるか
どうか，そんなこと分かりはしない。だけど，そういうふうに処理してくれ
たやつを今度は人間が見ると分かちゃうわけですね。私はね，コンピューク
というのは，こういうふうに使うのが正しいと思いますし，又，我々ができ
なかったことがコンピュークの助けによってできる。最近はDNA;つまり
ミクロの世界の分子構造まで眼に見えるようになりましたね。あれもそうな
んですね。分子構造を写真にするまでは機械は何も知らないわけです。機械
はそんなことをやっているなんて何とも思ってない。だけど，そうやって写
真を出してしまって，今度人間が見ると途端に分かちゃうのですね。人間の
腿識能力というのは物凄いわけです。
そこで，最後にもう一つ申しますと，あるメッセージが来たとします。そ
のメッセージをどういうふうに理解するかというのは何で決まるかといいま
すと，その人がいままで持っていた情報で判断するわけです。ですから，昔
から人を見て法を説けなんて仏さんが言ってますよね。同じことを言っても
一人々々が持っている情報が全部遣います。ですから，同じことを聞いても
理解は全部遣うということですね。我々はとかく自分中心に考えますから，
相手に物事を言おうと思うと，自分が理解できるような言葉で言います。相
手は，おれが言ったんだから分かったと思う，あれは大間遣いですね。つま
り，相手がどれだけの情報を持っているかということをよく考えた上でメッ
セージを出さないと正確な情報は絶対に伝わらないわけです。
私はいま日米経済摩擦で飛ぴ回っておりますけれども，あれなんか全くそ
うですね。お互いの持っているインフォメーションが全然遮うわけですよ。
そこヘアメリカヘ行って日本的なものの言い方をしたって分かるわけがない
わけですね。私はアメリカヘ行くとズバズバ言うのですよ。例えば，最近だ
って円高になって 1年経つのにアメリカのものは何も入ってこないですね。
話は簡単，買うものが何もないのですよ。アメリカの工業の代表は自動車で
すわ。ところが，この1年間西ドイツの車が入ってきたという話は聞きます
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けど，アメリカの車の話はこれぼっちも聞いたことがない。アメリカの自動
車メーカーは日本に売る気は全然ないのです。日本の車の輸出価格を上げた
でしょう，そしたら向こうもすぐ価格を上げよったですわ。だから，日本に
来て苦労して売るよりはアメリカで値上げしたほうがよっぼど儲かるわけで
すよ。だから，幾ら円高にしたってアメリカのものは日本に絶対入りません
ょ，というようなことを私はアメリカヘ行って言うわけです。そうすると，
後ろから引っ張る人がいる，これは誰かというと……言いませんけど（笑）
公的機関というのは，私が言うとみんな後ろから引っ張る。だけど，アメリ
カ人には，こういう言い方をしなければ分からないのです。日本でこんなこ
とを言ったら失礼な野郎というでしょう。ところが，アメリカ人には，こう
いうことを言うと，おまえは実にいいことを言ってくれた，そのとおりだと
必ず言いますよ。これは何かというと，彼らの持っている情報というもの
と，日本人の持っている情報が全然遮うわけですよ。だから，向こうへ行っ
たら向こうのような言い方をしなければ絶対理解されないわけですね。
それと同じように，私は，先ほど言ったょ＇うに，シグナルがあってメッセ
ージがあってインフォメーションと申しましたね。向こうで若い女性が眼を
パチパチとしたとしますわ。下心のないやつは，なんだごみが入ったんじゃ
ないかと思うわけですね。（笑）下心のあるやつは， あれっウイシクしたと
思うでしょう。同じメッセージがきても，その理解というのは人によって全
部遮うのです。だからいくら情報化社会とか何とか言われましても，機械だ
けに任していたのでは全然だめなんです。最終的には人間の研究，特に相手
の研究ですね，これが勝負だろうということを申し上げたいと思います。
（笑）
中辻 どうもありがとうございました。次に，寺本先生，お願いいたしま
す。
寺本 最初に，先ほど最後に申し上げた無緑ということにちょっとこだわ
りたいのですが，こだわるのは無緑の話としてはよくないかもしれません
が・・・・..。
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無緑というのは実は緑があることが前提になっているわけです。最初から
何もないのじゃなくて緑があるわけです。つまり，ネットワークで言えば，
様々なネットワークがある，それをどうやって無緑という状態に立ち至るか
というところが問題だということを申し上げたわけです。
そういう観点からいくと，特に組織の問題で考えますと，こういう様々な
情報技術の進展の中で，組織がどう対応するかという問題になりますと，組
織がどうやって自らの現状を変えるか，自己革新というような言い方をしま
すが，別の言い方で言えば，自己超越といいますか，自分を自ら超えるとい
う意思を組織がどう持つか。ですから，利用しうる技術が豊かになればなる
ほど，組織のスピリチャーといいますか，ある種の組織の精神性というもの
が非常に重要になるわけです。それは何なのかと言うと，要するに，いかに
自己超越をするか。自己超越というのは植物の世界でもあるんだという説す
らあるわけですね。北限のところにある草が，あるときにさらに北へ移動す
るという現象が起こる，これはどう説明したらいいんだろうか。気象条件が
変化したからそうなるのでは必ずしもなくて，何か自らもっと厳しい条件の
中に移っていくという現象がもしあるとすると，これは一体何だろうかとい
うことになるわけですが，そういう意味で組織というものも，いかに自己超
越をするかということが重要だろうと思うんです。
NECという会社がいまから 4年ほど前に，チャレンジ 200という大キャ
ンペーンを始めたわけです。つまり，売上高利益率を 2倍にしよう，自己資
本比率を 2倍にしよう，ほとんどあらゆる主要な経営指標を 2倍にしようと
いうわけです。これは非常に難しいわけですね。それも非常に短期間の間に
やろうというわけです。非常にチャレンジングな，いわば自己超越的な目標
を掲げたわけですね。そうすると，どういうことが起こるかというと， ま
ず，最初の反応はそれは無理だろうという話が出るわけですが，しかし，ゃ
ろうということです。チャレンジということは，組織としても個人としても
同じですが， もともと回答のない問題にどう取り組むかというのが本質なわ
けですから，不可能というほどの自己超越の課題を掲げることによって，い
124(866) 第 31巻第 6 号
ままでの様々なものの見方，あるいは取り組み方，考え方というものでは，
どうやっても実現できない。ちょっとぐらい改善したぐらいでは，とても実
現できない。全くある意味で新しい発想，新しいものの見方，考え方という
ものに立脚しないと，それは実硯できない，それが私の言う無緑でありま
す。そういう自己超越というものがますます重要になる。ですから，組織が
いかにスピリットを持つかということが一つは重要だろうと思います。
それから，それじゃあ，何でもかんでも組織がスピリットを持てば変えら
れるのかということですが，実はこういう情報革命が進展すればしていくほ
ど，変えられるものと変えられないものというものを識別する知恵というも
のが必要になるだろう。
私は思うのですけれども，実は変えられないものというものがあるわけで
すね。変えられないものは何かというと，どうも我々，あるいは組織もそう
ですが，過去とか，他人とかというものは，どうもなかなか変えられない。
しかし，我々が考えて，大抵悪いのは過去の失敗とか，あるいは他人が悪い
となります。会社ですと大抵上司が悪いという話でもちきりですから日本の
焼鳥屋さんがいつまでも繁盛するわけです。
しかし，これをいつまで議論をしていても変わらないわけです。じゃあ，
変えられるものというのは何かと言うと，やっばり，今，自分のところをど
う変えるかというところが，多分それが自己超越のある種のエッセンスだろ
うと思うんですね。重要なことは，組織にしても個人にしてもそうですが，
今と自分というのを変えると，実は過去と他人の意味が変わるのですね。例
えば，過去のいろいろな経験なり体験から何を汲み取るかというのは， 今
の，いわばその時点での解釈の問題ですし，それを未来にどう投影するかと
いうことにかかわってくるわけです。そういう意味で同じ過去の経験が，将
来にわたってどういうような投影の仕方につながるかということによって過
去の持っている意味が変わる。他人というものも，人間関係というふうに先
ほど村上先生もおっしゃいましたけれども，人間関係というのはまさに人と
人との間の関係ですから，自分にとっての他人というのは，そういう意味の
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関係性を通しての他人ということになるわけですね。そういうことになる
と，我々が他人との関係をどう変えるかということによって，他人のといい
ますか，他者の意味が変わる。そういう関係性をいかに変えるかということ
も実は先ほど申し上げた無緑ということの一つの含んでいる意味なわけで
す。
三つ目に私が付け加えたいのは，要するに情報技術革命が発達して，どう
いう技術がういうふうに展開しているか，それがどういうふうに我々の生活
に影響を及ぽし，どう社会を変えるか，これは極めて重要な研究課題であり
ます。それと同時に，しかし，結局のところ，我々がどういう組織を作りた
いのか，どういう社会を作っていこうとしているのかという，どうしたい
か，どうなりたいかという意思とか意図の問題というものが改めて重要にな
る。つまり，そういうものによって我々は先ほどの言葉で言えば，解釈の枠
組みを作るわけです。つまり，問題があるのではなくて，我々が問題を作
り，しかし，その問題というのは絶えず解決されるために我々の前に置かれ
ている。そういう意味で我々がどういうふうに問題を見つけるか，そこが非
常に大事だろうと思うんです。
様々な技術が発展し，様々な便利なものが出回るわけですけれども，しか
し，時としてそういうものが我々にとって非常に利用が困難であり，利用し
づらい，適用し難いという人間と技術の間のギャップというものが絶えずあ
るわけです。そういう場合に，我々がいかに技術に合わせるかという側面も
必要ですが，逆に我々が利用しうる，我々が人間性そのものを変えない形で
そういうものを利用しうる技術を我々のほうが要求する。そういう意味で，
情報革命というのは，まさに素人の時代，そういう捉え方が重要になってく
るだろうと思うんです。
つまり，様々に変化する硯象をどう見通すか，それは非常に困難な課題で
すけれども，いかに我々が従来学んだものを捨てることができるか。どうも
日本の組織というのは，過剰適応傾向を持つわけですね。現在の様々な仕組
みとか仕掛けというのは，ある意味では高度な産業社会に対する過剰適応硯
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象を生みつつあるのではないかという危惧すらあるわけです。
いかにいままで学んだものを一旦捨てるか，捨てることによって実は新し
いものの見方なり，学習なり．ということがそこから始まるだろうと思うわけ
です。そういう意味で絶えず我々は情報革命というものを通じて，どういう
ように現象の背後にあるものを見抜いていくかということが必要だろうと思
うんです。そういう意味で，実はどういう答えが見つかるかというのはそれ
ぞれ遣うわけです。本日，お見えになっている皆さん方が何を考えるかとい
うことは全く遮うわけですね。それは当然なことだろうと思うんです。
しかし，重要なことは，考えるということの結果，成ったもの。アメリカ
のある有名な会社の社是に，この会社があなた方に提供しうる報酬は何か，
それは勿論，給料であったり，地位であったりするわけですけれども，最大
の報醐は，あなた方がこの会社で仕事をしたことによって成ったものであ
る。つまり，あなた方がそういう経験とか知識とか休験を通じて，どういう
ものになったか，それが最大のわが社が与える報酬であると書いてあるわけ
です。我々がものを考えるということは実はそういうことだろうと思うんで
す。その結果，どういう結論が得られるかということそのものが問題では必
ずしもないのではないかと思うわけです。
そういう意味でさらに情報革命という問題について，考えを深めていく必
要があるだろうというふうに思います。（拍手）
VI ディスカッション
中辻 どうもありがとうございました。
それぞれ非常に分かりやすい補足説明をしていただきまして，皆さんもよ
りよく理解できたんじゃないかと思います。
それでは，これからフロアーから質問をお受けしたいと思うんですが，で
きればどなたに対する質問かということ，それから質問をされる方はおそれ
いりますけれども，お名前と所属名をおっしゃっていただきたいと思いま
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す。
辻田（甲南大学） 寺本先生にお願いしたいと思います。
無緑という言葉をきょう何度もお使いになって，ちょっとこだわっておら
れたと思いますし，．私も非常にその話は面白かったと思うんですけれども，
私自身は情報化社会というのは無緑になれる人はいいのですけれども，無緑
にされる社会じゃないかと思うんですね。例えば，落ちこぼれの問題なんて
いうのは学生が無緑にされているわけですね。あるいは窓際族というのは企
業では緑にされているわけですね。例えば，私，外国で生活をしたことがあ
るんですけれども，いまの単身赴任と同じなんですけど，一旦外国へやらさ
れてしまいますと日本へ帰れないのですね。なぜかというと，日本へ帰ると
役に立たなくなるわけです。何も使い道ならんというわけですね。いまの単
身赴任もそうじゃないかと思うんですけれども，北海道に回されて 2年ほど
いますと，もう東京に帰っても役に立たないのですね。だから，私は情報化
社会自身が変化が非常に激しくて，こういう無緑にされる世界になるのじゃ
ないかと思うんですね。ということは逆にそういう情報革命自身がこういう
無緑にされた人たちを救う義務があるのじゃないかと思うんです。例えば，
CAIですか，コンピュークアシステッドインストラクションというのは，
割りに落ちこぽれの人を救う一つの技術として使えるのじゃないかと思って
いるのですけれども，こういう情報化社会あるいは情報革命といったもの
が，こういう無緑にされた人たちを救うことができるかどうかということを
お聞きしたいと思います。
中辻寺本先生，どうぞ。
寺本 大変難しい問題でして，単身赴任の問題はどなたか経営者の方にお
聞きいただくとしても……。先ほど言いましたように無緑仏があるのは，無
緑で亡くなった人を，社会が実は無緑ではないよという意思表示といいます
か，そういうものの形として，そこに置かれているわけですね。無緑という
のは先ほどもいいましたように，実は緑があるから無緑というものが，ある
意味で必要になる。ところが，ある意味で緑切りといいますかね，社会とか
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組織とか，あるいは場合によっては家庭というようなところから緑を切られ
てしまった。あるいはそういうことが情報革命の結果として起こりやすいの
ではないかというお話であったかと思うわけです。
その問題を考える一つのボイントといいますのは，そういう落ちこぼれな
り，あるいは窓際族なり何なりというものを生み出す一つの構造といいます
か，社会といいますか，そういうものの，現にある緑のあり方というものが
問題になってくるんだろうと思います。例えば，アメリカでネットワーキン
グということをよく言います。それのキャッチフレーズは，もう一つのアメ
リカを創る，という言い方があるわけです。つまり，従来の緑のあり方でな
い別の緑の形成の仕方，そういう社会をもう一つつくろうという発想がある
わけです。私は日本のような，高濃度，高密度な情報社会では，そういうも
のの外につくるというよりは，そういうものの中に実はもう一つの緑のあり
方というものをつくっていく必要性があるんだろうと思うんです。そういう
もののために，例えば，パソコンネットワークなんてものが役立つ部分があ
るとすれば，それは積極的にむしろ活用されてしかるべきだろうと思うんで
すね。
ですから，いづれにしても情報技術なり，通信技術というものが，どうい
うインパクトを社会に与えるかということは，繰り返しになりますが，どう
いうふうにそれを利用し，どういう社会なり，どういう緑のあり方をつくり
上げるんだという我々の構想力の問題に係わってくると思うんです。そうい
う意味では，やたらに無緑のものを沢山つくり出すような緑のつくり方とい
うもの自体は，構想力と貧困ということを物語っているのではないかという
ふうに思うわけです。
唐津 無緑という言葉を寺本先生が使われましたけれども，その意味と先
ほどの落ちこぼれの話とは全然進うと思うんです。まず，最初のほうの無緑
という話は，いわゆるアンバイヤス，偏らないものの見方をするために必要
だと，こういうふうに私は理解しております。というのはどういうことかと
いいますと，先ほど申し上げたように，我々がある情報を見たときにどう理
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解するかというのは自分が持っている情報で理解すると言いましたね。その
情報をどう意味づけていく，つまりどういうふうに重みづけをするかという
のは，過去のしがらみでやっちゃうわけ。そうすると，本当はそれを読めば
分かるはずのものが見えなくなっちゃう。だから，一度，過去の重みづけを
やめちゃって，全く ゼロからスクートして見直せば新しい発見があるという
意味の無緑だろうと私は理解したのです。
二番目の落ちこしまれの問題につきましては，落ちこぼれというのは工業化
社会の残滓なんです。と申しますのはどういうことかと言うと，いまの学校
教育というのはご承知のように集合教育，マスプロ教育ですね。マスプロの
原理というのは画ー化なんですよ。画ー化しなければマスプロ教育はできな
い。工業化社会というのはまさに画ー化の社会だったわけですね。そうする
と，それに合わない人はみんな落ちこぼれていく，こんなものは当然であり
ます。
ところが，情報化社会というのは，個別化が可能なわけです。日本ではC
AI•というのは去年から文部省が20億ずつ金付けて始まりましたけれども，
これはおもちゃみたいなものでありまして，やがては広がっていく。ところ
が，そのときに過去の残滓として， 「機械が子供を教えるなんていうのは」
という感覚があるんです。私はあるテレビ局で対談をやったときも，ある奥
さんが，機械が教育したら，機械みたいな子供が生まれるに遣いないとおっ
しゃったんです。私はすぐ返事をした。あなたね，すき焼を食べますかと言
ったんです。食べると言うから，＇すき焼食べてよく角が生えませんねと言っ
たんです。（笑）牛肉を食べるということと， 角が生えるということとは全
然関係がない。機械が教育したら，機械みたいな子供が生まれるということ
は関係がないことなんですよ。だから，いまのCAIがどういうことをやろ
うとしているかということを全部理解したうえで批判するのは，それは結構
です。それを単純に上面だけなでて機械がやったら機械みたいな子供が生ま
れると，こういう軽評論と私は言いたいのですけれども，そういうのが横行
して非常に困るのです。
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情報化社会の問題についても全く同じでございまして，一体何をやろうと
しているかということについて一つ正確に理解していただきたい。例えば，
単身赴任しますと無緑になる，これは嘘であります。むしろ海外に日本の企
業の本社を移そうかという話さえあるのです。そうしますと，海外へ行って
いた連中のほうがリーダーシップを取るわけですよね。人生いたるところ青
山ありといういい言葉がある。実際問題として地方に行ったきり，おれはも
う本社に帰りたくないというのが結構いるのですよ。そういう全体像をよく
ご覧になったうえで，無緑という言葉一ーこれは別の意味の無緑ですよー一
をご理解いただきたいと思うんです。それは，いわゆる世間で言われている
ような通説といいますかね，それを一度拾てていただき，そして全く新しく
何が樺築されつつあるか，その現実をまずご理解いただきたい。
一つサジェションを申し上げますが，確か週刊新潮で，老後をどこで過ご
したらいいかというのが毎週載っております。これは海外にお出でになった
方がモリディプやカナリナ諸島で老後をおくったり，そういうのがずーっと
出ておりますけれども，まさに人生至るところ青山ありですね。日本人も国
際化したなあということを非常に私は感じております。
藤井（関西大学大学院） 主に村上先生と唐津先生にご質問したいと思い
ます。
先ほどの唐津先生のご発言から始めさせていただきたいと思いますけれど
も，情報化社会が個別化を促すというのは，これはやはり，先ほど先生がお
っしゃった通説に当たるのではないかというのが私の考えです。といいます
のは，先ほど唐津先生が二回目のご発表のときにおっしゃったように，ファ
ミリーコンピュータを使えないような子供は現在では異端視されているとい
うふうなことをおっしゃいました。現在そういう形で情報技術というものが
使えない人間を切り捨てるというふうな方向に行っている。これについては
勿論唐津先生のことですから，いろいろな対策があるというふうにおっしゃ
ると思いますけれども，そういう形で，いろいろなところで弊害というもの
が非常に惹き起こっていると思われるわけですね。これは私見では，情報科
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学というもの，あるいは情報を扱う技術というものが，いままでの物を扱っ
ていた技術あるいはエネルギーを扱っていた技術と非常に遮う次元を包含し
ているのではないかと思うわけです。これは村上先生がおっしゃいましたよ
うに，情報技術は意味を扱うのだというところで非常に大きな遮いがあると
思います。そのときに情報技術を開発する科学者あるいは技術者というもの
は，どういうふうに判断していったらよいものか，物やエネルギーを扱う技
術者と同じようなものの考え方で行っていったらよいものかと思うわけで
す。かつて，科学は客観的なものだと言われてわけですけれども，現在，情
報技術というのは意味を扱うものでありますから，決して客観的な態度では
律しきれないものを含んでいると思われるわけです。そのときに，いま唐津
先生のご報告の中では，どうも非常に楽観的な態度をお取りになっているよ
うに思うわけです。といいますのは，物やエネ Iレギー扱っていたそのままの
態度で，どうも技術者としての判断は先送りして利用する人間とか，その回
りの社会とかにその技術についての判断を引き渡してしまうというふうに思
われるわけです。このあたりで，科学者あるいは技術者の倫理というふうな
ものについて，村上先生あるいは唐津先生の私見をお伺いしたいわけです。
中辻唐津先生，どうぞ。
唐津 ファミコンというのは情報技術がつくったものには遮いないのです
けれども，昔の竹トンボ等と全く同じものなんですよ。あなた実際いじった
ことがありますか。
藤井勿論です。
唐津 そしたら，お分かりでしょう。あれば情報技術の産物には進いない
けれども，三輪車とか竹トンボとか，ああいうものと同じです。ですから，
それが使えない人間がいたって，こんなものあたりまえのことで疎外なんか
されておりません，それが一つ。
それから，非常に楽観的に見ているという話がございました。これは非常
に重要なことなんです。悲観的に見る必要があるかどうかということなんで
すよ。日本人というのは世界一楽観的な人種なんです。未来というのは過去
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の延長では絶対にないんです。具休的な例を言いましょう。ローマ・クラプ
というのが「成長の限界」というのを出したのを覚えていらっしゃいます
ね。あれほど世を惑わした報告書はなかったわけです。ちょうど運の悪いと
きに，あのときに第一次石油ショックがきましたね。そのために個人ククシ
ーの運転手さんが国内で 4 人自殺しているのです。つまり，•あれを信じたわ
けでず。つまり，当時の考え方は，経済の成長には石油がなければできない
という考え方だったんです。ところが，硯実はどうか，あれから日本のGN
Pは2.5倍に増えております。ところが，石油の消費量は20％減りました。無
から有を生じたわけです。日本の鉄鋼業というのは技術的に世界ーです。現
在，日本の製鉄所にお出でになりますと，石油は一滴も使っておりません。
こんなことは第一次石油ショックのときは誰も考えていなかったわけです。
なぜ，そうなったか。日本の技術者というのは，あらゆる可能性にチャレン
ジしていったんですよ。そして無から有を生じたわけです。私のように情報'
技術に関係している人間というのは，いままでできなかったことでもとにか
くやろうではないか，勿論，ネガティブな要素は当然予想されます。実は私
は第五世代コンピュークの委員会で何をやっているかといいますと，社会環
境とその波及効果の委員長をやっているのです。つまり，こういう新しい情
報技術が実硯したときに世の中にどういうふうにインパクトがあるか，その
委員長を私はもう 6年やっております。我々はそれをやりましてね，いまお
っしゃったようなネガティブの面も勿論予想されます。それをできるだ・け早
く見つけ出しましてあらかじめ手を打っていこうというのが我々の努力なん
です。先ほど西ドイツの議員さんが来て，どうのこうのというのも実はソー
シャルインパクト・スクディー・コミッティーのメンバーと話をしたいと言
ってきたわけです。
先ほどロポットの話をしましたね。それから東京都のOA化の話をしまし
たね。ああいう発想，つまり OA化をやったら首切が始まるという発想もで
きます。しかし， OA化をやることによって福祉が増進するという発想もで
きますよね。だから，そういういい方向へのシナリオをいかに作るかという
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ことが未来というものを決めると思うんです。暗い面だけに虫眼鏡を当て
て，いたずらに騒ぎますとろくなことはないのです。日本人は世界一楽観的
な民族だと私言いましね。勿論，いろんなことは起きるでしょう。しかし，
それはできるだけ早く手を打ってソフトランディングをやろう，これが新し
い科学技術に対応する一番正しい方法だと私は思うんです。
ぜひ，お願いしたいのは，第一次石油ショック以降の日本の技術者という
のが，当時予測されたいろんな困難をどういうふうにして克服してきたか，
当時は不可能だと思ったことを可能にしたか，これをぜひ勉強していただき
たいと思うんです。それをやらなければ，我々は惨めになるだけでありま
す。これが私のお答えです。
中辻村上先生，お願いします。
村上 いまの藤井さんのお話ですが，私は唐津先生のいまのおっしゃった
ことについてはこう考えます。私はやっぱり『成長の限界』というのは出て
よかったと思っています。つまり，あれがなければ困難を克服するという努
力も多分なかったのではないかというふうに思うわけであります。つまり，
悲観的な判断というものが肯定的な判断を作り出す，あるいは肯定的な努力
を作り出すという意味においてマイナスの暗い側面を常に指摘し続ける義務
が社会にはあるというふうに思います。
それから，もう一つ考えられることは，私はこれをあちこちでしゃべって
軍壁をかっているのですが，唐津先生の言い方に反発するようですけれど，
知らないからノーと言うなというのはいけないという立場です。私はむしろ
知らなくてもノーと言える権利というのを保留すべきであるというのが実は
私の主張なんです。つまり，物事を正確に知らない人間はノーと言ってはい
けない，それは確かにそのバイアスの中ではその通りなわけですね。つま
り，その一つの解釈体系の中でその解釈体系のことについてろくに知らない
人間がその解釈体系の中でいわば非合理なノーを言うこと，これは許されな
い。なぜならば，その解釈休系はそれなりに一つのコンシステンシィーを持
っているわけですし，そのコンシステンシィーをきちんと把握できない人間
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が，それに対してインコンシステントな反応を示すということは論理的にナ
ンセンスである。しかし，また同時に社会というのは，いろいろな解釈体系
を持っている人間がいるわけですね。そしてその解釈体系の中では，その解
釈体系と解釈体系のぶつかり合いの中で，いわばノーという答えが出てくる
ということは十分にありうるし，私はそのノーの権利を保留したいというの
が私の基本的な立場なんですね。ですから，むしろ，それはそれこそ情報の
話ではないんですが， ウェル・インフォームドされることによって，いわば
ノーが言えなくなるという危険ー一私はあえて危険と申しますが，―とい
うのを私は指摘したい。どこかでやばいなという感じを大切にしたい。これ
は別の解釈体系にのっとったときに出てくる，どこかやばいぞという，この
危険というのはノーと言うための権利として保留し，又，一方の解釈体系が
それなりに有効性を持っていれば，そういうノーもあえて克服していくだろ
う。そのノーがより大きくなっていったときに，そのほうがもしかしたらコ
ンシステントな体系として新しい解釈体系を作り上げていくときには，その
ノーが新しい力を占めるだろう，そういう意味で私は人間の普逼的合理性と
いうものに賭けたい。つまり，私たちはやはりできる限りいろいろな解釈体
系の中で……先ほどアンバイアスとおっしゃいましたが，私は世の中にアン
バイヤスな判断というのはあり得ないと思うんですね。ですから，必ずバイ
アスがある，そのバイアスが即ち寺本先生のおっしゃる解釈体系だという意
味で，その解釈体系の中で，ある解釈体系がある社会の中で非常にドミナン
トである場合に，そのドミナントでない解釈体系から出てくるノーを言うた
めの権利というのは私は保留しておきたいと思いますし，それがある社会が
健全だ， もう一つ言えば，あるドミナントな技術休系だけに社会が偏すると
いうことも，これもまた， もしかすると危険ではないかというのが私の意見
です。
ですから，先ほどの例に戻れば，パソコンを扱えない子供たちがパソコン
と全くそれこそ―これは寺本先生の言葉づかいと無緑ですが一ー無緑の生
き方をして生きていくだけの余裕というものを我々の社会は持つべきではな
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いか。つまりパソコンを使えない人間はその社会の中では疎外されていくと
いうのではなくて。ですから，私はこれは経済の問題があるんでしょうけれ
ども，理念として比喩で言うのですが，例えば新幹線ができると在来線がな
くなる，あるいは在来線の本数が極端に減るというというのはよくないので
はないか。つまり，これは国鉄の問題ですから経済の問題と係わり合います
から一概に言えないことはわかりますが， しかし，理念として言ったときに
は，古いチャンネルも我々の社会の中で残しておくべきではないか。そのチ
ャンネルに頼っている人，あるいはそのチャンネルでなければ生きられない
人，その解釈体系でなければ自分の生を全うできない人たちがいる以上，そ
のチャンネルは社会の中で残しておくべきであり，それを我々の社会は努力
すべきである。我々の社会資産というのは，そういうところに生まれるので
はないだろうかと思います。
中辻唐津先生，どうぞ。
唐津 いろんな価値体系が共存できるのが多様化の社会でして，情報化の
社会だと私は思います。ですから，問題の指摘は幾らやってもいいんです。
非常に大切なことなんです。ところが，これを他人に強要してはいけないと
いうことなんですね。
それから，もう一つ非常に重要なことは，よく世間では思い遮いがござい
まして，論理体系に矛盾がないと役に立つと思っている人がいる。これは全
然逮うんです。論理的に矛盾がなくても役に立たないものは幾らでもあるの
です。これを忘れないでいただきたい。
具体的な例を言いましょう。私はよく例に上げるのですが，昔，南の島に
靴を売りに行ったセールスマンが2人いたという話です。 1人の人は島の土
人は全部裸足で歩いている，靴なんか1足もない，だから，この島では靴は
1足も売れないという報告書を書いた。論理的に矛盾は全然ありません。も
う1人のセールスマンは，来てみたらうまいことに全部土人は裸足で歩いて
いる，しめた，これでみんな履いてくれればなんぽでも売れる，最も有望な
マーケットであるという報告書を書いた。 2人とも同じことを見ているが，
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結論は逆ですよね。ところが，往々にして一番目のような報告書のほうが説
得力を持っているのですよ。事実の裏付けもありますしね。なぜ，こういう
遣いが出てくるか，そこのところをあなたよく考えていただきたい。なぜか
というとね，目的意識です。セールスマンというのは靴を売りに行ったわけ
ですね。いろんなことを見たときに靴を売るという目的にどういうふうに綸
理体系を作るかが，その人の使命です。ここは特に商学部ですから申し上げ
ておきたいのです。 2人目のセールスマンは恐らく土人が全部靴を履いてい
ても売れると言ったでしょうね。来て見たらうまいこと全部靴を履いてい
る，靴なんか教えなくてもよく分かっている。いま履いているものよりもう
ちょっといいやつを，もうちょっと安くすればなんぼでも売れると報告した
でしょうね。だから，土人が全部靴を履いていても，全部裸足で駆けずり回
っていても結論は同じ「売れる」。これが商売というものです。 目的意識を
忘れまして，ただ，現実を記述して論理のつじつまさえ合えばいいと思った
ら大間遮いなんです。
そこで，一番大きな課題になりますけれども，我々人間というのはいかに
生くべきかという基本的なフィロソフィー，これを見失ったら大変です。で
すから，いまの弱者の問題にしても何にしましても，おっしゃる通りなんで
す。したがって我々は常にその原点に立ち戻って考えなければいかんなあと
思うんです。
これが私の申し上げたいところです。
中辻 解釈システムの話が出ましたが，寺本先生，何かありませんか。
寺本 一つだけ。つまり情報技術が画ー化をもたらすか多様化をもたらす
かということ，これは実は答えはないわけです。つまり，我々が画ー化をも
たらすものとしてそれを構想し，利用するか。多様性をもたらすものとして
利用し構想を作るかという，いわば先ほどの言葉で言えば，我々のインテリ
ジェンスの問題になっていると思います。例えば，ボケットベルというある
意味では不愉快なものがあるわけです，どこにいても鳴ってしまうという。
ところが，あれはいまのところは地下鉄の中は鳴らないのです。ですから，
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地下鉄に乗ってましたという知恵が出てくるわけです。技術が高度化すれば
するほど，それにどういう意味を与えるかという我々の側の知恵といいます
か，創造力，イマジネーションが重要になるわけです。よく言われるよう
に，ハードとソフトに対して我々が持つべき創造力，つまりヒューマンウエ
アというのは恐らく創造力というところにそのエッセンスがあるのだろうと
思いますが，そういうものをやはり持つ必要があるだろうと思います。そこ
で創造力で創造されるものが極めて多様だというところに我々の面白いとこ
ろがあるわけです。
中辻 だいぶ時間が経ちましたので，あともうお一人どなたか，ご質問が
ございませんか。
長沼（商学部） 本日の三先生のお話，大体，情報というものをいろんな
形でとらえられていますが，情報の伝達あるいは新しい情報の入手， 例え
ば，センサーによって情報が得られるというような，そういう問題が主とし
て言われていたようですが，集積された情報そのものに対して，我々がそれ
にどう対応するかという非常に重要な問題があると思うんです。 というの
は，ちょっと例を上げて申したほうがいいと思いますが，先ほどのセンサー
によってリモートセンシング技術などという非常に我々の理解を絶するよう
な素晴らしい技術が生まれてくることによって得られた情報というものを我
々得るほうはえてして客観的なものとして受け取りがちになるのではない
か。つまり，膨大な情報を洪水のごとく与えられます。その中に例えば嘘の
情報が混じっている。あるいは技術者が何らかの作為で情報を操作してそれ
を歪めた場合に，その歪めた情報も混じえて判断する側が総合判断を下して
しまう。つまり，一つ一つの情報（デーク）がどれほど客観性を有している
かということを把握できない状態に置かれる。情報量が比較的限られた時代
は，私は歴史をやっておりますが，一つ一つのものに対して史料批判という
ものを加えていく。ところが，最近は歴史学でもいろんなコンピュークを利
用した新しいデークが得られるようになりました。膨大な量をどのように操
作して，その統計が得られたかを知らぬままに得られた人工のデークをもっ
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て我々は歴史解釈をするといった場合に，もし，情報の処理の段階で何らか
の誤り，あるいは場合によっては何か作為が加えられた場合，その最終的な
判断を誤ってしまうという，言うなれば情報量が増えたために，その一つ一
つのデータを客観性を吟味することになしに，いわば客観的なものとして受
け取らざるを得なくなってくる。そういうものとして処理しなければ時間的
に足りない，能率が上がらないということになってしまう。こういう問題に
ついては，唐津先生はどのようにお考えになるか，お伺いしたいと思いま
す。
中辻砦津先生，どうぞ。
唐津 情報を読むという問題と槻係していると思うんですね。昔でもガセ
ネタというのは幾らでもあったわけです。いま客観的という言葉をお使いに
なったと思うんですけれども，客観的という言葉の意味なんですけれども，
いろんな説明ができます。アンバイアスというのもそうだと思いますし，そ
れから普遍性と再現性が保障された情報は客観的であると，いろんなことが
言えると思うんです。ところが，先ほど申し上げたように，情報というのは
情報自体に価値があるのじゃなくて，これを使って我々が何をするかという
ところで価値が生まれるわけですね。私も経営の中にずっといたわけですけ
れども，我々のところはおっしゃるように掃いて捨てるぐらい大量の情報が
入ってまいります。その情報というのは物事の一つの影を伝えているのです
ね。いかに正確な情報でありましても，一つだけの影では全体像が見つかり
ません。そこで，いろんな角度から情報を集めまして総合的に判断する，こ
れは経営者の能力だと思っております。ですから，又，貿易摩擦の例を申し
上げますが， 日本はアメリカに対して悪いことばっかりやっているように新
聞を見てますとそういう気がいたしますが，ご存じのように，例えばこの間
も米を買えなんて言い出したですけれども，日本はアメリカの農作物の最大
の客なんですよ。アメリカの農業輸出の17％は日本が買っている。牛肉は79
飴買っております。豚は55％です。オレンジは27％なんです。ですから，全
部足しますとアメリカの農業輸出の17％を日本が買っている。ソビエトなん
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ていうのは日本の4分の1しか買ってない。こういう数字を皆さんに申しJ:
げまずと，いまさらまだ買えというのは何ごとだという気がしますよね。そ
こが非常に重要なことなんです。つまり，さっき客観的というお話をされま
したけど，物事を正確につかむにはいろんな方向から光をあてて見るよりし
ようがないのです。そういう習慣を持つかどうかが情報過多時代の我々の生
きる道だと私は考えております。
昔は非常に情報が不足しておりましたから，判断をするときにしようがな
いんで，ある偉い人が言った原理だとか，そういうものを基準にして動く，
宗教というのは一番最初はそうですよね。その後，イデオロギーというのが
出ました。これも情報不足時代の産物だと私は思うんです。情報時代になり
ますと，情報というのは手に入れようと思うと掃いて捨てるぐらい来ます。
だから，現代にとって一番大事なことは，我々はどういうふうに情報を集め
て，どういうふうに読むか，これが経営の中の基本だと私は思っているので
す。いま，だから，全く新しいプリンシプルが必要になっているのですが，
ところが，私に言わせるともう古い徽の生えたような，つまり情報不足時代
のプリンシプルをいまだにやっている国があるわけです。ご存じでしょう，
どこかというともめますからやめておきますが，やっばり世の中というのは
進歩しているわけですよね。進歩というのは変わることなんです。どっちの
方向に変わっていけばいいか，情報過多時代になれば，当然方法論は変わら
なければいかんということを申し上げておきます。
中辻 もうお一方ご質問をどうぞ。
大室（関西大学OB) 唐津先生にお願いしたいのですが，インテリジェ
ントビルというのを東京で計画されているということなんですが，一応，新
聞なんかに出ておりますのは，いわゆる在宅勤務という考え方もございます
ね。在宅勤務的なものが将来コンピュータの普及に伴って増大していくのか
どうか，それとインテリジェントビルとの関係がどうなるのか，その辺につ
いて先生のお話を承りたいと思います。
唐津 インテリジェントビルというのは誇大広告です。あそこで何をやっ
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ているか，大したことはやってません。ですから，在宅勤務とはっきり言う
とあまり関係ないんです。在宅勤務については，私もだいぶ調ぺました。そ
うしますと，まず奥さんが拒否反応ですね。（笑）亭主は留守で元気がいい
と言うのですよ。それと，もう一つは日本の会社の組織の中の社会慣習から
いきますと，自分の家で勤務するというのは疎外感があるのです。やっばり
1日に 1回は会社に行かなければおかしくなるという精神構造の方がどうも
多いようであります。その証拠がございます。ご承知だろうと思いますけれ
ども，東京ではいま本社ビルラッシュなんですよ。本当に在宅勤務が将来の
姿だったら，あんなでかい本社ビルなんか要らんはずなんですね。 ところ
が，みんな物凄い本社ビルを建てておりまして，それをインテリジェントビ
ルと称しています。それはなぜかと言うと私はよく分かるのです。情報化時
代になればなるほど，情報の集積化が進むと思うんです。そういうわけでご
ざいまして，在宅勤務につきましては，非常に特殊な職業は別でございます
が，一般には私は当分ー一当分という意味は今後10年から20年， 20年はちょ
っと無理かもしれませんが，少なくとも10年はならんでしょうね。私はそう
思います。これは私の個人的見解でございますし，又，私自身郵政省の家庭
情報化委員会の委員で出した報告書の中でも，それから通産省の高度情報化
の委員会の中でも，それからつい最近，日本経営協会がビジネスショーで調
べた結果でも，どうも在宅勤務というのはあまり評判がよくないというふう
にご理解いただいたほうがいいんじゃないでしょうか。
中辻 まだ，いろいろご質問があるかと思いますけれども，予定の時間が
まいりましたので，本日のシンポジウムはこれで打ち切らせていただきま
す。
三人の先生方，いろいのご発表あるいは補足，さらにフロアーからの質疑
に対して非常にご熱心にお答えいただきまして，このシンポジウムが一応の
成功裏に終わったことを非常に私自身としても喜ぴでございます。
どうも皆さんのご協力ありがとうございました。
司会 先生方，どうもありがとうございました。
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続きまして閉会の辞を商学会の代表であられます生田教授にお願いいたし
ます。
生田 最初に商学部長がご挨拶申し上げましたが，商学会が共催でござい
ますので，私から皆さんにお礼を申し上げたいと思います。
関西大学 100周年，商学部30周年を記念いたしまして二つのシンボジウム
を計画いたしまして，本日は第 1 回目でございます。「情報革命――—その光
とかげ」ということで，きょう我々は情報に開する情報を非常に沢山与えら
れました。これをどう理解し解釈するかは皆様方各自の自由でございます。
自由にご解釈いただいて今後の生活のそれこそ情報涼にしていただきたいと
思います。
遠くからお三人の先生にご出席いただきましてありがとうございました。
又，コーディネーターの中辻先生，ありがとうございました。
実は 2回目を10月6日に計画しております。同じく午後1時からで，今度
のテーマは「日本経済の国際化」ということで，情報化と国際化という二つ
をテーマに取り上げたわけでございますが，これを無緑にじゃなくて，これ
をご縁にぜひ 6日にもご参加いただきたいと思います。
本当に本日はありがとうございました。（拍手）
